
東やまと市報　　平成30（2018）年9.1（No.1207）
注目情報

今号の主な記事

発行／東大和市（１日・15日発行）　編集／秘書広報課 〒207-8585 東大和市中央3-930 ☎042-563-2111 ファクス042-563-5932 ホームページhttp://www.city.higashiyamato.lg.jp

期間限定  9月21日㈮～24日（振替休日）

郷土博物館企画展示

この機会にご一読を
東大和市史資料編10
近代を生きた人びと

特集 明治150年
━ 詳しくは6・7面で ━

━ 先人の熱い想いを今に ━

▲復元作業中の機織り機。当時は、多くの家で女性たちが朝
　から晩まで機織りをしていました。企画展示の開催中は、
　この機織りの作業を公開する予定です。

▲学校で使われていた
　歴史の教科書

▲ 奈良橋の鎌田家の墓に刻ま
　れている「千葉先生」の文字

▲明治時代に建てられた高木
　村外五ケ村連合戸長役場跡

明治時代の東大和 　近代化に向けて日本が大きく変革した明治時代に、
人々はどのような生活をしていたのでしょうか。
　企画展示では、村の最大の産業であった養蚕や機織
り関連の道具、子どもたちが学んだ教科書、役場で使
用した印鑑など、市内に残る資料を中心に展示します。
　また、明治初期に全国で繰り広げられた自由民権運
動が、ここ東大和でも行われていました。明治11年には、
多摩で初めてとされる学習結社「衆楽会」が東大和で開
講しました。企画展示では、こうした活動もご紹介し
ます。

▽問合せ　郷土博物館☎042-567-4800まで。

平成30年は、明治元年から
満150年の年にあたります。

五日市憲法原本を
特別展示します！

期間　9月15日㈯～10月21日㈰

場所　郷土博物館企画展示室
※9月18日㈫、9月25日㈫、10月1日㈪、10月9日㈫、10月15日㈪は休館日

東大和 初
　五日市憲法は明治14年頃、五日市（現在のあきる野市）の
教員であった千葉卓三郎と市井の人々によって起草された憲
法草案です。憲法が未制定の時代に、千葉卓三郎が仲間たち
と討論を重ね、204条もの条文にまとめたものです。
　国民主権に力点を置き、民主主義的内容を持つという点で、
当時の憲法草案の中でも高い評価を受けています。
　この五日市憲法の原本を、企画展示の中で、期間限定で特別
展示します。千葉卓三郎は五日市憲法を起草した頃に、東大和
に滞在しています。貴重な史料を、この機会にご覧ください。

　千葉卓三郎は、東大和に滞在中、
奈良橋の鎌田家に身を寄せていた
といわれています。
　その鎌田家で、千葉卓三郎から
大きな影響を受けたのが、鎌田喜
十郎です。鎌田喜十郎は、『自分が
死んだら、自分の墓には「千葉先生」
の名を刻んで欲しい』と遺言を残
し、亡くなりました。
　五日市憲法と東大和との深い関
わりを示している貴重な史料です。

企画展示 関連イベント 講演会と朗読劇
　五日市憲法を発見した新井勝紘氏による講演会と、東大
和の自由民権運動をテーマにした朗読劇を開催します。

▽ 日　時　9月24日（振替休日）　午前9時30分～11時30分

▽ 場　所　中央公民館ホール

▽ 定　員　400人（当日先着順）

▽ 講演会　・講師：新井勝紘氏（元専修大学教授）
　　　　　・内容：東大和の自由民権運動と千葉卓三郎
　　　　　　　　　  ～五日市憲法発見50年をふりかえって～

▽ 朗読劇　市民大学朗読劇の会による、東大和の自由民権
　　　　　運動に関わった人々の群像劇を上演します。

郷土博物館・公民館・社
会教育課（市役所５階）
にて、1冊2,000円で販売
しています。

明治時代に、東大
和で生きた人々や
村の様子を紹介し
ています。また、明
治150年 に 関 連 し
た市のイベントも
掲載しています。

近代を生きた人びと

２面：長寿の集い　　 ３面：子ども家庭支援センターからのお知らせ　　 ４面：総合防災訓練　　 ５面：下水道の日
８面：動物愛護週間　　　　9面：自殺防止！東京キャンペーン　　　　10・11面：情報マップ・じどうかんだより

　HP Revealアプ
リ を イ ン ス ト ー
ル し て、 右 の 写
真 に ス マ ー ト フ
ォンをかざすと、
企 画 展 示 の ス ラ
イ ド を 見 る こ と
ができます。
　 ア プ リ の イ ン
ス ト ー ル 方 法 等
は、 市 の ホ ー ム
ペ ー ジ を ご 覧 く
ださい。

ＡＲ(拡張現実)で
企画展示を紹介！

AR

▲学校で使われていた

▲復元作業中の機織り機。当時は、多くの家で女性たちが朝

▲学校で使われていた
　歴史の教科書
▲学校で使われていた

明治 150 年



　

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
と
と

も
に
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
第
43
回
長

寿
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
を
始
め
、
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
１

時
〜
４
時

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
内
容

◎
式
典
の
部　

午
後
１
時
〜
１

時
25
分

◎
演
芸
の
部　

午
後
１
時
30
分

〜
４
時

・
吹
奏
楽　

出
演
：
東
大
和
市

立
第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部

・
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

出
演
：
体
操
普
及
推
進
員

・
踊
り
・
唄　

出
演
：
各
老
人

ク
ラ
ブ

▽
主
催　

東
大
和
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

▽
後
援　

東
大
和
市
、
東
大
和

市
社
会
福
祉
協
議
会

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

市
で
は
、
９
月
15
日
現
在
市

内
に
住
所
の
あ
る
88
歳
、
99
歳

の
方
に
敬
老
金
（
五
、
〇
〇
〇

円
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。
該
当

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

敬
老
金
を

お
贈
り
し
ま
す

高
齢
者
被
害

　
特
別
相
談
を

　
　
実
施
し
ま
す

に
所
属
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
の
仕
事
は
、
責
任
を
伴

い
ま
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。
市
認
定
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
、
活
躍
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

研
修
受
講
中
の
保
育
（
未
就

園
児
に
限
る
）
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
込
時
に
お
申
出
く
だ

さ
い
（
先
着
３
人
）。

▽
対
象　

緩
和
型
訪
問
サ
ー
ビ

ス
へ
の
従
事
を
希
望
す
る
方
で
、

全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
方

▽
日
時　

10
月
３
日
㈬
の
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
、
４
日

㈭
・
10
日
㈬
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分
（
全
３
回
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人

▽
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
業
務
に
関
す
る
基
本
法
令
、

接
遇
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
、
高
齢
者
の
特
性
、
求
め

ら
れ
る
役
割
、
対
象
者
に
合
わ

せ
た
生
活
援
助
に
つ
い
て
等

※
３
日
目
の
研
修
終
了
後
に
、

市
内
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
つ
い
て
の
案
内
を
予
定

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
期
限　

９
月
14
日
㈮

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
９
ま
で
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ

り
記
憶
障
害
や
認
知
障
害
が
起

こ
る
病
気
で
す
。
85
歳
以
上
の

方
の
４
人
に
１
人
が
発
症
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、
誰
に
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
認
知
症
の
方
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、

み
ん
な
で
認
知
症
の
人
や
家
族

を
支
え
ま
し
ょ
う
。

生
委
員
の
活
動
の
目
的
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
介
護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

て
も
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は

敬
老
金
の
対
象
で
す
。
民
生
委

員
が
施
設
に
お
届
け
し
ま
す
。

▽
対
象

・
88
歳
／
昭
和
４
年
９
月
17
日

さ
れ
る
方
に
は
、
民
生
委
員
が

９
月
15
日
㈯
〜
30
日
㈰
の
間
に

直
接
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
や
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
民
生
委
員
が
敬
老
金

を
お
配
り
す
る
際
、
対
象
と
な

る
方
の
生
活
状
況
等
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
民

　

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
未

然
防
止
・
拡
大
防
止
を
目
的
に
、

東
京
都
と
同
時
に
特
別
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
対
象　

契
約
当
事
者
が
60
歳

以
上
の
方
の
相
談

▽
期
日　

9
月
10
日
㈪
〜
12
日

㈬
　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
地
域
住
民
が
地
域
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
取
り
組
む
、
支
え
合
い
の
輪

が
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
東
大
和
市
に
お
い

て
も
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
考
え

る
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

多
摩
湖
・
狭
山
・
清
水
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
開
催

し
ま
す
。

▽
対
象　

多
摩
湖
・
狭
山
・
清

水
地
区
在
住
・
在
勤
の
方

※
他
の
地
域
で
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
順
次
市
報
で
お
知
ら
せ

　

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
21
日
㈮
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ

ー▽
講
師　

高
齢
者
ほ
っ
と
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
等

▽
定
員　

40
人
程
度（
申
込
順
）

▽
費
用　

103
円
（
資
料
代
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

東
大
和

市
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
い
も
く
ぼ
☎
042
─
563
─
８
７

７
７
ま
で
。

〜
昭
和
５
年
９
月
16
日
生
ま
れ

・
99
歳
／
大
正
７
年
９
月
17
日

〜
大
正
８
年
９
月
16
日
生
ま
れ

　

ま
た
、
100
歳
以
上
の
方
に
は
、

誕
生
月
又
は
翌
月
に
市
が
慶
祝

訪
問
を
行
い
、
祝
い
金
を
お
贈

り
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

要
支
援
１
・
２
等
の
方
に
対

し
て
、
家
事
援
助
の
み
を
提
供

す
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
緩

和
型
サ
ー
ビ
ス
）の
従
事
者（
市

認
定
ヘ
ル
パ
ー
）
と
な
る
た
め

の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
認
定
ヘ
ル
パ
ー
は
、
身
体

介
護
は
せ
ず
、
家
事
援
助
に
限

定
さ
れ
た
仕
事
の
た
め
、
一
般

的
な
家
事
の
技
術
が
あ
れ
ば
、

介
護
の
経
験
が
な
い
方
で
も
十

分
に
対
応
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
仕
事
を
す
る
に
は
、

緩
和
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

【
東
大
和
市
】
相
談
受
付
：
電

話
・
窓
口

▽
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

▽
問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
３
階
）・
内
線
１

７
１
３
ま
で
。

【
東
京
都
】
相
談
受
付
：
電
話

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

▽
問
合
せ　

東
京
都
消
費
生
活

総
合
セ
ン
タ
ー
☎
03
─
３
２
３

５
─
３
３
６
６
へ
。

し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
28
日
㈮
・
10
月

30
日
㈫
・
11
月
20
日
㈫
午
後
２

時
〜
４
時
（
全
３
回
）

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

※
公
共
交
通
機
関
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
主
な
内
容

①
趣
旨
説
明
：
な
ぜ
今
、
地
域

に
支
え
合
い
が
必
要
な
の
か

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
目
指
す

地
域
像
や
地
域
の
課
題
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
必
要
な
活
動
は

何
か
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
ま
す
。

▽
協
力　

公
益
財
団
法
人
さ
わ

や
か
福
祉
財
団

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
齢
者

ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
い
も
く

ぼ
☎
042
─
563
─
８
７
７
７
ま
で
。

東大和元気ゆうゆう体操in市役所中庭 ９月３日（月）午後０時30分〜０時50分、市役所中庭で開催（雨天や高温注意情報発表時は中止、当日の開催
の有無は公式ツイッター等に掲載）東大和元気ゆうゆうポイント対象事業／高齢介護課・内線１１７９まで

わ
が
ま
ち

多
摩
湖
・
狭
山
・
清
水
の

　

さ
さ
え
あ
い
を

考
え
る
会

昨年の長寿の集いの様子

市
認
定
ヘ
ル
パ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

市内の浴場組合のご厚意により、７０歳以上の方は敬
老の日（９月１７日）の営業時間内に、次の浴場が低額
で利用できます。お近くの浴場をぜひご利用ください。
▽料金 １人２００円 
▽実施浴場・問合せ 
•富士見湯 ☎042-567-1126･南街 6-1-25
•神 明 湯 ☎042-562-2711･新堀 1-1432-59

～７０歳以上の方～
敬老の日、市内浴場が２００円市役所本庁舎に来庁した方の 

行政手続き等の手話通訳を行います 

日にち ７日㈮ １４日㈮ ２１日㈮ ２８日㈮ 
時 間 午前 9 時～午後 5 時 
場 所 相談室 2（市役所 1 階 食堂向かい） 
問合せ 障害福祉課・内線 1123 

ファクス 042-563-5928 

今月の「手話通訳者がいる日」

９
月
８
日
㈯
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

第
43
回
　

長
寿
の
集
い

■蔵敷長生会 
現在、男性 19人、女性 31人で活動していま

す。主な活動内容は、カラオケやゲートボール、
研修旅行などです。また、社会奉仕活動の一環
として、地域の小学校で郷土料理と昔遊びの体
験学習を行い、積極的に異世代交流を図ってい
ます。会員同士とても仲が良いので、お互いに
助け合いながら、楽しく活動に参加しています。

■清水福寿会 
現在、男性 5 人、女性 23 人で活動していま

す。主な活動内容は、手芸やゲートボール、カ
ラオケなどです。手芸活動は、未経験の方も多
く参加しており、使わなくなった衣類の毛糸を
再利用して、靴下カバーなどを編んでいます。
また、誕生会や日帰り旅行を行うなど、会員同
士の交流も積極的に深めています。 

▲防犯・防災訓練の様子 

▲新年会の様子 

老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、
社
会
奉
仕
活
動
、
健
康
増
進
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
組
織
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
市
内
に
17
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
、
２
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
。
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◎
視
覚
障
害
者
向
け
パ
ソ
コ
ン

教
室

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て
の

方
、
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、

基
本
操
作
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
視
覚
障
害
の
方
で
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
心
者
の
方

※
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
な
ど

を
使
用
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
3
日
〜
平
成
31

年
２
月
20
日
の
原
則
第
１
・
３

　

○子
医
療
証
は
、義
務
教
育
就

学
期
に
あ
る
児
童
の
保
険
診
療

の
医
療
費
の
う
ち
、
医
科
・
歯

科
（
施
術
を
含
む
）
の
通
院
は

１
回
あ
た
り
上
限
200
円
を
除
い

た
金
額
を
、
入
院
・
調
剤
・
訪

問
看
護
は
自
己
負
担
分
の
全
額

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、○子
医
療
証
を
お
持
ち

で
な
い
市
内
在
住
の
平
成
15
年

４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
す
る

方
で
、○子
医
療
証
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
９
月
中

に
子
育
て
支
援
課
に
ご
相
談
く

　

10
月
１
日
よ
り
、
乳
幼
児
医

療
証
（
○乳
医
療
証
）・
義
務
教

育
就
学
児
医
療
証（
○子
医
療
証
）

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
に
は
、
10
月
１
日
ま
で
に

届
く
よ
う
に
緑
色
（
若
草
色
）

の
新
し
い
医
療
証
を
郵
送
し
ま

す
。

　

10
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
医
療

証
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
を
経
過
し
た

○乳
・
○子
医
療
証
は
、
子
育
て

支
援
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

　

児
童
育
成
手
当
は
６
月
分
か

ら
、○子
医
療
証
は
10
月
1
日
㈪

か
ら
、
婚
姻
せ
ず
子
ど
も
を
出

産
し
た
ひ
と
り
親
の
方
を
対
象

に「
み
な
し
寡
婦
（
夫
）
控
除
」

の
適
用
が
で
き
ま
す
。
所
得
制

限
超
過
で
申
請
が
却
下
さ
れ
た

方
や
、
超
過
す
る
見
込
み
で
申

請
し
な
か
っ
た
方
も
み
な
し
寡

婦
（
夫
）
控
除
の
適
用
で
制
度

に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
控
除
の
適
用
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
〜
と
ふ
る

障
害
者
向
け

　

パ
ソ
コ
ン
講
座

〜
○子
医
療
証
を

　

お
持
ち
で
な
い
方
へ
〜

義
務
教
育
就
学
児

医
療
費
助
成
制
度

【
共
通
事
項
】

▽
場
所　

東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
〜
と
ふ
る

▽
定
員　

各
５
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス（
042
─
516
─
３
９
８
４
）ま
た

は
来
所
。
な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
の
際
は
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
連
絡
先
⑤
障
害
種

別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

９
月
３
日
㈪
午

前
９
時
〜
14
日
㈮
午
後
５
時

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
〜
と
ふ
る
☎
042

─
516
─
３
９
８
２
へ
。

（
今
年
度
15
歳
に
な
る
方
は
、

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
）

・
所
得
制
限
審
査
対
象　

申
請

者
（
父
ま
た
は
母
い
ず
れ
か
の

所
得
が
高
い
方
）

・
審
査
所
得　

平
成
29
年
中
の

所
得

・
所
得
制
限
限
度
額　

右
表
の

と
お
り

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

水
曜
日
午
前
9
時
15
分
〜
11
時

15
分
（
祝
日
の
場
合
は
他
の
水

曜
日
に
振
り
替
え
ま
す
）

◎
身
体
障
害
者
向
け
後
期
パ
ソ

コ
ン
教
室

　

ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
文
章
の

作
成
を
行
な
い
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
（
視
覚
障
害
者
は

除
く
）
で
、
文
字
入
力
で
き
る

方▽
日
時　

10
月
15
日
〜
平
成
31

年
２
月
18
日
の
原
則
第
１
・
３

月
曜
日
午
前
9
時
15
分
〜
11
時

15
分
（
祝
日
の
場
合
は
他
の
月

曜
日
に
振
り
替
え
ま
す
）

だ
さ
い
。
な
お
、
○子
医
療
証
に

は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
自
己
負
担
の
な
い
○親
医
療

証
、○障
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

は
、○子
医
療
証
と
比
較
し
て
自

己
負
担
が
少
な
い
た
め
、
引
き

続
き
お
持
ち
の
医
療
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
○子
医
療
証
申
請
詳
細

・
有
効
期
間　

平
成
30
年
10
月

１
日
〜
平
成
31
年
９
月
30
日

　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
は
、
子

育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

方
と
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

と
の
橋
渡
し
を
す
る
活
動
で
す
。

　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
も
つ
方
が
対
象
で
す
。
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
料
金
が
か

か
り
ま
す
。
市
か
ら
の
補
助
を

受
け
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

①
保
育
園
・
幼

稚
園
へ
の
子
ど
も
の
送
迎
と
そ

の
前
後
の
預
か
り
②
学
童
保
育

終
了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り
③

学
校
の
放
課
後
の
子
ど
も
の
預

か
り
④
臨
時
的
な
場
合
の
子
ど

も
の
世
話
な
ど

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
社
会
福

祉
協
議
会
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス

担
当
☎
042
─
567
─
０
０
１
３
へ
。

〜
子
育
て

　
　

支
援
事
業
〜

さ
わ
や
か

サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

いよいよスポーツの秋です。はだしになって親子で体を動か
したり、友だちと楽しい時間をすごしてみませんか？多くの皆
さんのご参加をお待ちしています。 

▽ 対象 市内在住で６か月～３歳児の親
子 

▽ 日時　 10月３日㈬午前10時～11時
（９時40分開場） 

▽ 場所 中央公民館ホール 

▽ 定員 50組（申込順・定員に到達次第
締め切ります） 

▽ 内容 親子競技、玉入れ等 

▽ 申込開始 ９月３日㈪午後１時から 

▽ 申込方法 電話または子ども家庭支援
センター窓口でお申し込みください。 

ミニ運動会後に同会場にて、市民の皆さんと市長が直接語り
合う「市長と語ろう会」を開催します。事前予約は不要です。 

▽ 日時 10月３日㈬午前11時～正午 

▽ 場所 中央公民館ホール 
※当日会場は土足禁止です。外靴を入れる袋をお持ちください。

子ども家庭支援センター内には交流スペース「かるがもひろ
ば」があります。ひろばには、絵本、ままごと、ボールプールや
すべり台が置いてあり、お子さんが楽しく遊べます。また、保育
園のイベントやサークル情報なども掲示されています。午前11
時から午後２時までの間はひろば内でお持ちいただいたお昼ご
はんを食べることもできます。 

▽ 開館時間 月～土曜日午前９時～午後５時
□以上の申込み・問合せ 子ども家庭支援センター☎０４２－５
６５－３６５１まで。

「かるがも」ミニ運動会に引き続き･･･

子ども家庭支援センター「かるがも」
　　　　　　　　　　　からのお知らせ

「かるがも」ミニ運動会

子ども家庭支援センター「かるがも」へ
遊びにきませんか？

市長と語ろう会（タウンミーティング）
「子育てしやすいまちづくり」～あったらいいな～

「かるがも」ミニ運動会に引き続き･･･

扶養親族等 
の人数

所得制限 
限度額

0 人 622 万円

1 人

2 人

3 人

660 万円 

698 万円 

736 万円 

 

※扶養親族等が老人控除対象配偶者
または老人扶養親族の場合、限度額に
 6 万円を加算できます。 
※社会保険料相当額として、一律 8 万
円を所得から差し引くことができま
す。 
※次の控除がある場合、所得から差し
引くことができます。
障害者控除、勤労学生控除、寡婦控除、
寡夫控除、特別障害者控除、寡婦特例
控除、雑損控除、医療費控除、小規模
企業共済等掛金控除 

（表）所得制限限度額表

以降１人増える毎に３８万円を加算

〜
○乳
・
○子
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ
〜

医
療
証
を

郵
送
し
ま
す

吉岡堅二記念切手の販売場所を変更します
吉岡堅二生誕１１０年を記念して作った切手を販

売していましたが、おかげさまで在庫が少なくなり
ました。
 これまで、各公民館窓口でも販売してきましたが、
９月から社会教育課（市役所５階）と郷土博物館の２
か所で販売させていただきます。ぜひお買い求めく
ださい。
▷販売価格　９３０円（１セット５２円切手１０枚
とポストカード２枚、解説シート付き）

プラネタリウムの投影をお休みします 
秋番組すえつけ作業のため、９月１１日㈫～

１４日㈮の間、投影をお休みします。秋番組の
投影は９月１５日㈯から始まります。なお、郷
土博物館は平常どおり開館しています。

星空観察会「火星をみよう」 
地球に近づいて明るく大きくみえる火星を

観察します。木星や土星もみます。 
▷日時　９月１日㈯午後７時 
▷集合　郷土博物館ロビー 
▷観察場所　郷土博物館前 
▷案内　星空ボランティアと博物館職員 
※事前に申し込んでからご来館ください。

平成３０年第３回市議会定例会を９月４日（火）から２５日（火）まで開会します 詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせください
／問合せ　議会事務局・内線２００２まで

児
童
育
成
手
当
・

○子
医
療
証
で

み
な
し
寡
婦（
夫
）控
除

の
適
用
が
で
き
ま
す
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９
月
２
日
㈰

総
合

防
災
訓
練

北多摩
西部消防署
からのお知らせ

【
防
災
標
語
】

防
災
は日

頃
の
備
え
の

積
み
重
ね

柏
木　

こ
こ
ろ
さ
ん

（
三
鷹
市
在
学
）

【
救
急
標
語
】

そ
ば
に
い
る

あ
な
た
が
最
初
の

救
急
隊

石
渡　

隆
弘
さ
ん

（
千
代
田
区
在
勤
）

　

９
月
２
日
㈰
に
、
市
立
第
三

中
学
校
に
て
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
市
民
参
加
型
の

初
期
消
火
訓
練
、
炊
出
し
訓
練

の
ほ
か
各
種
体
験
展
示
、
総
合

演
習
、
車
両
展
示
等
を
実
施
し

ま
す
。
訓
練
に
参
加
し
、
防
災

行
動
力
の
向
上
と
防
災
・
減
災

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

９
月
２
日
㈰
午
前
９

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
・
荒
天

中
止
：
雨
天
の
場
合
は
総
合
演

習
、
車
両
展
示
ほ
か
一
部
の
訓

練
を
中
止
し
ま
す
。）

▽
場
所　

市
立
第
三
中
学
校

◎
防
災
一
斉
行
動
（
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
）
訓
練
に
ご
参
加
く
だ

さ
い

　

総
合
防
災
訓
練
当
日
の
朝
に

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、
地
震

が
発
生
し
た
旨
の
訓
練
放
送
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
訓
練
放

送
を
受
け
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
隠
れ
る
な
ど
身
体
防
護
行

動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。放
送

後
、
ご
自
宅
や
自
治
会
で
定
め

た
集
合
場
所
か
ら
訓
練
会
場
の

市
立
第
三
中
学
校
へ
避
難
し
、

総
合
防
災
訓
練
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

９
月
２
日
㈰
午
前
８

時
30
分

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
４
ま
で
。

◎
８
月
30
日
㈭
～
９
月
５
日
㈬

は
防
災
週
間
、
９
月
１
日
㈯
は

防
災
の
日
で
す
。

　

近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
に
備

え
、「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守

る
」
と
い
う
「
自
助
」
の
意
識

の
も
と
、
地
震
が
発
生
し
た
と

き
で
も
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
防
火
防
災
訓
練
等
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
防
止
対
策
を
実
施
し
、
身

の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
、
地

震
発
生
時
の
適
切
な
行
動
を
定

着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」

の
意
識
を
共
有
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
助
け
合
い
、

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時

に
援
護
が
必
要
と
な
る
方
を
自

治
会
、
事
業
所
な
ど
で
協
力
し

て
気
遣
う
な
ど
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
協
力
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

立
川
防
災
館
（
立
川
市
泉
町

１
１
５
６
―
１
、
☎
042
―
521
―

１
１
１
９
）で
も
各
種
体
験（
地

震
、
煙
、
消
火
、
応
急
救
護
等
）

が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◎
９
月
９
日
㈰
～
９
月
15
日
㈯

は
救
急
医
療
週
間
、
９
月
９
日

㈰
は
救
急
の
日
で
す
。

　

も
し
病
院
へ
行
く
か
、
救
急

車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
に
は

『
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
＃
７
１
１
９
』
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
救
急
相
談
医
療
チ

ー
ム
（
医
師
や
看
護
師
、
救
急

隊
経
験
者
等
の
職
員
）
が
24
時

間
・
年
中
無
休
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、『
東
京
版
救
急
受
診
ガ

イ
ド
』
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し

て
い
ま
す
。『
東
京
版
救
急
受
診

ガ
イ
ド
』
は
、
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
東
京
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
症
状
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
と
、

病
気
や
け
が
の
緊
急
度
な
ど
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

｢

救
え
る
命｣

を
救
う
た
め
に
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
☎
042
―
565
―
０
１
１
９
へ
。

消防団員募集
　東大和市消防団では、市民の生命・財産を守るため、ともに
活動する仲間を募集しています。防災安全課（市役所３階）ま
でご連絡ください。
　消防団員とは、火災や災害が発生した時に、自宅や職場から
現場へ駆けつけ、地域での経験を活かした消火活動・救助活動
を行う、非常勤特別職の地方公務員です。

▽対象　市内在住または在勤で、
18歳以上60歳未満の心身ともに
健康な方

▽待遇　報酬・手当支給、被服貸
与、公務災害補償制度有り

▽ 問合せ　防災安全課・内線13 
51まで。

ごみに関するお知らせ ▽問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。

ごみ排出カレンダーを配布します
　平成30年10月～平成31年９月の「ごみ排出カレンダー」を、全戸に配布しま
す。９月17日（祝日）までにお手元に届かない場合や、地区が異なるものが届いた
ときは、ごみ対策課（市役所３階）までご連絡をお願いします。
　なお、集団回収を行っている地域は、ごみ排出カレンダーと収集日が異なる場合
があります。ご注意ください。
　９月中旬以降は、市役所１階入口ホール、ごみ対策課窓口、公民館、市民 
センターでも配布しています。

食品ロスをなくしましょう
　食品ロスとは……
　まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物

　日本の食品ロスは年間約646万トン発生して 
おり、このうち約半数は家庭から発生しています。
　次の食品ロス削減ポイントを参考にして、食品ロス削
減にご協力ください。

　消費期限や賞味期限を過ぎたことにより捨ててしまう
ことを減らしましょう。必要な分だけ食品を購入し、食
品ロスと出費を削減！

　お店から出てしまう食品ロスをみんなで減らしましょ
う。陳列棚の手前にある食品から買いましょう。

　賞味期限：おいしく食べられる期限（その期限までに
食べないといけないものではありません。）
　適切な保存方法で食材を長持ちさせましょう。

　食べ残しがないように心がけましょう。また、外食
時には、食べられる分だけ注文しましょう。

みんなで一緒に考えよう！
　「プラスチック素材のものをどのように捨てたらいいか分からない」そんな疑問
を持ったことはありませんか？

それでは問題です！
　この写真のものは、中身を使い切った後どのように分別するのが正しいでしょう
か？答えはこのページの一番下にあります。

プラスチック製品そのもの
15cm未満のもの：可燃ごみ
15cm以上で指定収集袋に入る大きさのもの：不燃ごみ
指定収集袋に入りきらない大きさで180cm以下のもの：粗大ごみ

商品の入っていた容器・包装
プラマーク　　がついており中身を出す・使うことで、商品と分けた後
不要になるプラスチック製の容器・包装：容器包装プラスチック
※汚れのあるものは可燃ごみです。

①ペン
長さ：13cm
材質：プラスチック

○○ごみ

②ペンが入っていた外袋
外装に

こんなマークがあります

○○○○○○○○○○

１．買い物に行く前に、
　　冷蔵庫の中身をチェック！

２．すぐ使うものは、消費（賞味）
　　期限が迫っているものを買う！

３．賞味期限への理解と、適切な
　　保存で、食材を無駄にしない！

４．料理や外食時は、
　　食べられる分だけ作る！頼む！

ごみのクイズの答え
①ペン：可燃ごみ　②ペンが入っていた外袋：容器包装プラスチック

分別や排出日については、ごみ分別ガイドやごみ排出カレンダー、ごみ分別アプリで
ご確認ください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで
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「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和

36
年
に
下
水
道
の
普
及
促
進
を

目
的
と
し
て
「
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
」
と
い
う
名
称
で
始
ま

り
、
平
成
13
年
に
、
旧
下
水
道

法
の
制
定
100
周
年
を
記
念
し
て
、

現
在
の
「
下
水
道
の
日
」
に
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向

上
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
担
う
、

市
民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た

施
設
で
す
。

　

下
水
道
の
役
割
等
へ
の
理
解

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
診
断
・
改
修

を
実
施
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
耐
震
診
断
の
助
成
】

▽
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31  

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内
に

あ
る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
戸

建
て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
立
川
支
部
に
所
属

す
る
建
築
士
事
務
所
又
は
東
京

都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

【
耐
震
改
修
の
助
成
】

▽
対
象　

市
の
耐
震
診
断
の
助

成
制
度
を
受
け
て
診
断
し
た
結

果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

　

市
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
『
ち
ょ
こ
バ

ス
』
を
運
行
し
、
既
存
の
バ
ス

路
線
を
補
う
形
で
公
共
交
通
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
、

東
大
和
市
地
域
公
共
交
通
会
議

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

市
民
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
は
、
年
に
数
回
程
度
開
催

予
定
で
、
市
の
実
情
に
沿
っ
た

公
共
交
通
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
及

び
雨
水
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
雨
水
浸
透
施
設
等
を
設
置

す
る
方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
戸
建

て
の
住
宅
及
び
当
該
宅
地
を
所

　

次
の
開
発
事
業
を
行
う
場
合

に
は
、
東
大
和
市
街
づ
く
り
条

例
に
基
づ
く
手
続
き
や
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
４
日
㈫
～
10
日

㈪
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜

日
は
除
く
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
入
口
ホ

ー
ル

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
昭
和
51
年
２
月
に

「
公
共
下
水
道
事
業
」
に
着
手

し
て
以
来
、「
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
制
度
」
に
よ
り
建

設
費
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
受
益
者
負
担
金
は
、
賦
課

区
域
内
の
全
て
の
土
地
に
賦
課

さ
れ
ま
す
が
、
徴
収
が
猶
予
さ

れ
て
い
る
土
地
（
主
に
農
地
）

が
あ
り
ま
す
。
徴
収
が
猶
予
さ

れ
て
い
る
土
地
を
転
用
し
て
宅

地
等
に
し
た
場
合
は
、
受
益
者

負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地

区
内
の
農
地
は
対
象
外
で
す
。

▽
負
担
金
額　

賦
課
対
象
面
積

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
300

円
を
乗
じ
て
得
た
額

◎
９
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
付
月
で
す

　

９
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
第
２
期
分
の
納
付
月
で

す
の
で
、
10
月
１
日
㈪
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

有
・
使
用
す
る
個
人
（
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
は
除
く
）

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

・
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

（
雨
水
タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
）

【
共
通
事
項
】

▽
対
象
要
件　

平
成
31
年
３
月

末
日
ま
で
に
完
了
す
る
設
置
工

事
等

※
着
工
、
購
入
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

▽
申
請
場
所　

下
水
道
課
（
市

役
所
２
階
）

※
詳
細
は
、
下
水
道
課
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

▽
対
象
と
な
る
開
発
事
業　

次

の
①
～
⑩
が
対
象
で
す
。

　

①
都
市
計
画
法
第
29
条
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
開
発

行
為
②
面
積
が
500
㎡
以
上
の
敷

地
に
お
け
る
建
物
の
建
築
③
高

さ
が
10
ｍ
を
超
え
る
建
物
の
建

築
④
地
上
３
階
以
上
の
建
物
の

建
築
⑤
15
戸
以
上
の
集
合
住
宅

の
建
築
⑥
敷
地
面
積
が
500
㎡
以

上
の
自
動
車
駐
車
場
の
設
置
⑦

葬
儀
場
の
設
置
⑧
遺
体
の
保
管

を
目
的
と
す
る
施
設
の
設
置
⑨

ペ
ッ
ト
を
対
象
と
す
る
火
葬
施

設
及
び
霊
園
の
設
置
⑩
屋
外
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
１
ま
で
。

ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
工
事
監
理　

診
断
機
関
に
よ

る
工
事
監
理
が
必
要

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
30
万
円
）

※
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
補
助
金
と
併
用
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
２
ま
で
。

■
９
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
１

月
17
日
ま
で
東
京
都
耐
震
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

巨
大
地
震
か
ら
私
た
ち
の
命
を

守
る
た
め
、
建
築
物
の
耐
震
化

に
向
け
た
具
体
的
な
対
策
を
進

め
ま
し
ょ
う
！

◎
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
」

▽
日
時　

10
月
12
日
㈮
午
後
１

時
～
４
時
30
分

▽
会
場　

都
庁
都
議
会
議
事
堂

1
階
都
民
ホ
ー
ル

▽
定
員　

250
人
（
申
込
順
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
先　

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
務
局
☎
03
―
６
２
６
１
―

６
６
０
４
、
フ
ァ
ク
ス
03
―
６

３
０
３
―
０
８
８
６

※
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
６
時

◎
建
物
の
耐
震
改
修
工
法
等
の

展
示
会

・
第
1
回：９
月
28
日
㈮
～
30
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最

終
日
の
み
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
／
会
場　

新
宿
駅
西
口
広

場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
（
入
退

場
自
由
）

・
第
２
回
：
11
月
３
日
㈷
～
５

日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
５
時
／

会
場　

有
楽
町
駅
前
広
場
（
入

退
場
自
由
）

　

詳
細
は
「
東
京
都
耐
震
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」を
ご
覧
下
さ
い
。

http://www.taishin.m
etro 

.tokyo.jp/

▽
問
合
せ　

東
京
都
都
市
整
備

局
市
街
地
建
築
部
建
築
企
画
課

☎
03
―
５
３
８
８
―
３
３
６
２

へ
。

■
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

は
、
ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

委
員
の
住
所
地

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
芋
窪
・

蔵
敷
・
奈
良
橋
一
丁
目
・
二
丁

目
（
市
道
第
８
号
線
以
西
の
地

域
に
限
る
）・
四
丁
目
・
六
丁
目

に
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成
30

年
10
月
１
日
現
在
）
で
、
公
共

交
通
の
推
進
に
関
心
が
あ
り
、

原
則
と
し
て
平
日
の
日
中
に
開

催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る

方
。

▽
任
期　

平
成
32
年
10
月
ま
で

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
謝
礼　

日
額
三
、
〇
〇
〇
円

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
テ
ー

マ
「
地
域
公
共
交
通
会
議
委
員

へ
の
応
募
の
動
機
」の
作
文（
400

字
以
上
800
字
以
内
）
を
添
え
、

９
月
20
日
㈭
必
着
で
、
都
市
計

画
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
都
市
計
画
課
（
市

役
所
２
階
）
窓
口
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま

す
。

※
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
委
員

の
年
齢
階
層
の
均
衡
を
考
慮
し

ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
結
果
通
知　

10
月
下
旬
ま
で

に
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
た
管
理
番
号
（
Ａ
・
○
○
○

○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の
所
在

地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課（
市
役
所
２
階
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
家
の
建

替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
築
造
等

の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
境
界

を
確
認
し
て
か
ら
工
事
を
す
る

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭く

い

、金

属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
の
際
に

は
、
こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、

壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

9月4日㈫～10日㈪
下水道パネル展に
お越しください　

9月10日㈪は「下水道の日」

農
地
を

転
用
し
た
土
地
の

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

雨
水
浸
透
施
設
・

雨
水
貯
留
槽
の

設
置
補
助
制
度

木
造
住
宅
の

　
耐
震
診
断
・

　
　
耐
震
改
修
の

　
　
　
助
成
制
度

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

地
域
公
共
交
通

　
会
議
委
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

道
路
等
と
私
有
地

の
境
界
線
の
確
認

を

開
発
事
業
を
行
う

に
は
届
出
や
協
議

が
必
要
で
す

今月の不燃ごみは、11日～ 14日の間で収集します 各地域、収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーやごみ分別アプリでご確認
ください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで
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明
治 

150 

年

　
江
戸
時
代
が
幕
を
閉
じ
、
明
治
の
新
時
代
が
始
ま
っ
て
今
年
で

150
年
。
社
会
が
大
き
く
変
革
し
た
激
動
の
時
代
に
、人
々
は
ど
の

よ
う
な
生
活
を
し
、
何
を
想
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
で
は
、
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か
、
こ
こ
東
大
和

で
生
き
た
人
々
や
村
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 

集

　
明
治
時
代
初
期
の
東
大
和
に

は
、
芋
窪
・
蔵
敷
・
奈
良
橋
・

高
木
・
後
ケ
谷
・
宅
部
・
清
水

の
村
が
あ
り
ま
し
た（
後
ケ
谷
・

宅
部
村
は
明
治
8
年
に
合
併
し

て
、
狭
山
村
と
な
り
ま
し
た
）。

　
人
々
は
、
現
在
の
多
摩
湖
周

辺
の
狭
山
丘
陵
に
居
住
し
て
い

て
、
南
側
に
は
原
野
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

各
村
が
競
い
合
う
よ
う
に
開
拓

を
進
め
た
結
果
、
村
の
形
が
南

北
に
細
長
い
形
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
17
年
、
新
政
府
は
町
村

の
財
政
力
を
高
め
る
た
め
、
複

数
の
町
村
が
連
合
し
、そ
の
ト

ッ
プ
（
戸
長
）
を
政
府
が
任
命

村
の
発
展
と
変
遷

人
々
の
暮
ら
し

　
江
戸
時
代
の
書
物
に
「
困
窮

の
村
」
と
書
か
れ
た
東
大
和
の

村
で
は
、
明
治
維
新
を
迎
え
て

も
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、

人
々
の
生
活
は
労
苦
に
満
ち
た

も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
農
業
は
畑
作
が
中
心
で
、

麦
・
粟
な
ど
自
家
用
の
主
食
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続

け
ら
れ
て
き
た
機
織
り
が
次
第

に
広
ま
り
、
農
業
の
合
間
に
木

綿
絣
（
木
綿
織
り
に
模
様
が
加

え
ら
れ
た
布
）
を
織
り
、
貴
重

な
現
金
収
入
を
得
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
木
綿
絣
の
生
産
は
賃ち

ん
ば
た機
方
式

で
し
た
。
農
家
は
、
機は

た
や屋

か
ら

原
料
糸
を
受
け
取
っ
て
機
を
織

り
、
そ
の
手
間
賃
と
し
て
、
現

金
を
得
て
い
た
の
で
す
。

す
る
連
合
戸
長
制
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
芋
窪
・
蔵

敷
・
奈
良
橋
・
高
木
・
狭
山
・

清
水
の
６
つ
の
村
が
連
合
す
る

こ
と
と
な
り
（
高
木
村
外
五
ケ

村
連
合
）、
そ
の
役
場
（
連
合

戸
長
役
場
）
が
、
現
在
高
木
神

社
の
あ
る
場
所
に
置
か
れ
ま
し

た
。

　
東
大
和
市
の
母
体
と
な
る
組

織
が
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
時
で
、

高
木
神
社
の
境
内
に
は
、
当
時

書
類
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
土
蔵
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
こ
の
６
つ
の
村
は

大
正
８
年
に
合
併
し
、
大
和
村

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
機
を
織
っ
て
い
た
の
は
女
性

た
ち
で
す
。「
女
の
子
が
生
ま

れ
る
と
喜
ん
だ
」「
娘
三
人
持

つ
と
身
上
が
上
向
く
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
女
性
の
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

　
娘
た
ち
は
、
小
学
校
高
学
年

に
な
る
と
、
機
を
織
る
技
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。女
性
た
ち
は
、

朝
５
時
頃
か
ら
、
夜
11
時
頃
ま

で
織
り
続
け
ま
す
。
朝
食
前
に

３
、４
尺
織
り
、１
日
に
１
反
織

っ
て
一
人
前
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

隣
家
か
ら
機
の
音
が
始
ま
る
と

家
の
者
か
ら
催
促
さ
れ
、
音
が

消
え
る
と
解
放
さ
れ
る
と
い
う

毎
日
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
の

頃
に
な
る
と
、
生
産
の
中
心
は

綿
織
物
か
ら
絹
織
物
へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

東大和市史資料編10
「近代を生きた人びと」から当時の人々の声

■芋窪に在住していた方
＜子どものころ＞
　幼い頃は父に従い、畑仕事を手伝った。現在の新青梅街道の先に桑畑
があり、桑つみやさつま芋を堀りあげた土を掻き出す仕事で腰の痛さを
覚え、父から「子どもの癖に腰の痛いのを知っている」と言われた。玉
川上水に水を汲みに行き、畑仕事の時にその水を飲んでいた。
＜お使い＞
　姉が織る糸を染めるため、奈良橋の紺屋（染物屋）へお使いに行った。
蔵敷の燃料屋の裏口を通り、橋を渡った北側のすぐ裏が紺屋だった。「ち
っとべぇ（ちょっと）待ってればすぐ染まる」といわれてそこで待って
いたが、時間がかかり、家で心配されたことがある。

■清水に在住していた方
　娘のころ芋窪の実家にいた時は、桜街道まで畑仕事に行った。ぼろっ
かごをしょって行く。行きは女は、からのかごをかつぎ、男は農作業の
道具を大八車に乗せて引いた。帰りは畑で取れたものを乗せてくる。
　桜街道は歩くと30分はかかる。親に朝早く岡穂の草むしりに行けとい
われ、暑くならないうちに夕べの残り御飯を食べて５時に畑仕事へ行っ
た。そのかわり荷も何も持たないで10時あがりにする。帰って来て昼を
食べ、３時まで休んで畑に行くと暗くなるまで仕事をした。洗濯物は10
時あがりの３時までの間にする。

■狭山に在住していた方
　昔この辺りでは、機織りは女の人の大事な仕事になっていた。娘はみ
んな学校が終わるとすぐ機織りをする。勤めるわけではないし畑仕事も1
年のうちそういくらもないし、ほかにお金の入る仕事はないので、機織
りで１年中織っている。朝起きると機を織る、夜11時ごろまで１日中織
った。木綿機は１日１反は楽に織れるが器用不器用があって、１反織れ
れば一人前と言われた。私は織るのが早いほうで一緒に織っても姉は悠
長で埒（らち）が明かない、私が早いと姉は機嫌が悪かった。

　平成11年に刊行した東大和市史資料編10「近代を生きた人びと」
の中には、明治時代に生きた女性たちの言葉が紹介されています。
　当時の人々の生活を知ることができる貴重な資料ですので、そ
の一部を抜粋してご紹介します。

▲高木村外五ケ村連合戸長役場の書類倉庫として使われていた土蔵（高木神社境内）

▲機織りをしている女性たち（撮影年不明）

学
校
と
子
ど
も
た
ち

東
大
和
の
自
由
民
権
運
動

明
治
150
年
に
寄
せ
て

東
大
和
市
長

　尾
崎
保
夫

明治150年関連
　市主催イベント

明治時代の学校の変遷

　
明
治
５
年
の
学
制
頒
布
に
よ

り
、
東
大
和
の
村
々
に
も
５
つ

の
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

　
当
時
の
学
校
の
様
子
が
、「
東

大
和
の
よ
も
や
ま
ば
な
し
」（
東

大
和
に
伝
わ
る
昔
話
を
集
め
た

本
）の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
男
子
に
比
べ
て
女
子

の
入
学
者
が
少
な
く
、
せ
っ
か

く
入
学
し
て
も
途
中
で
や
め
て

家
の
仕
事
を
し
た
り
、
年
季
奉

公
に
行
く
子
ど
も
が
多
く
い
ま

し
た
。
先
生
は
「
お
そ
ろ
し
く

尊
い
人
で
、
つ
か
ま
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
関
す

る
話
も
あ
り
ま
す
。
第
一
村
山

尋
常
小
学
校
で
は
、
豊
鹿
島
神

社
の
裏
山
に
あ
っ
た
運
動
場
で
、

毎
日
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な

声
が
響
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
と
変
わ
ら
な
い
学
校
の
光
景

で
す
。

　
そ
の
後
、
こ
の
５
校
は
明
治

12
年
頃
ま
で
の
間
に
３
校
に
統

廃
合
さ
れ
、
明
治
26
年
に
は
、

校
名
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
校
は
大
正
12
年
に
合
併

し
、
現
在
の
第
一
小
学
校
で
あ

る
大
和
村
立
村
山
尋
常
高
等
小

学
校
と
な
っ
た
の
で
す
。

場所 学制頒布時の学舎
（明治５年）

統廃合後
（明治12年頃から）

校名変更後
（明治26年から）

豊鹿島神社 小禎学舎（芋窪村） 昇隆学校（※1） 第一村山尋常小学校太子堂 汎衆学舎（蔵敷村）
雲性寺 厳玉学舎（奈良橋村） 奈良橋学校 第二村山尋常小学校
円乗院 竭力学舎（高木村・後ケ谷村） 高狭学校（※2） 第三村山尋常小学校三光院 研精学舎（清水村・宅部村）

村名 戸数 人口総数 男 女
芋窪村 147戸 821人 397人 424人
蔵敷村 58戸 333人 152人 181人

奈良橋村 67戸 407人 217人 190人
高木村 49戸 252人 124人 128人

狭山村
宅部村 40戸 252人 124人 128人

後ケ谷村 45戸 307人 138人 169人
清水村 60戸 379人 189人 190人

合計 466戸 2,751人 1,341人 1,410人

種類 収穫量
大麦 235石

粟 126石
小麦 54石

稗 45石
米 25石
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■中央図書館
◎地域資料展「自由民権運動と東大和」
　東大和を中心に、多摩地域の自由民権運動
についての地域資料を展示します。

▽ 期　間　9月23日㈰まで

▽ 場　所　中央図書館２階展示コーナー
◎明治150年資料展
　明治時代に関係する資料を展示・貸出しま
す。２階の展示コーナーでは、復刻資料、明治
期の新聞資料等を展示します。

▽ 期　間　９月26日㈬～10月31日㈬

▽ 場　所　中央図書館１階展示棚及び２階展
　　　　　示コーナー
　※資料の貸出しは、清原・桜が丘図書館で
　　も行います。
□以上のお問合せは、中央図書館☎042-564-
　2454まで。

■郷土博物館企画展示「明治時代の東大和 」
　ー先人の熱い想いを今にー
　詳しくは１面をご覧ください。

大麦や粟などの自家
用の主食が上位を占
めていました。米は
収穫量が低く、主食
の補い程度でした。

（参考）平成30年8月1日
 現在の東大和市の状況 38,773世帯　85,644人　42,239人　43,405人

※１石＝米換算で150kg

■上北台公民館　保育付地域発見講座「これであなたも歴史家　東大
　和の歴史を知ろう！」　
　幕末の村の様子から村山貯水池の建設まで、東大和の歴史を学び
ます。また、最終回では、幕末・明治期の喜多方の歴史も学びます。

▽ 日　時　９月25日～10月30日の火曜日（全６回）午前10時～正午

▽ 場　所　上北台公民館

▽ 講　師　関一成氏（近世の会）、後藤祥夫氏（都留文科大学非常勤講
　　　　　師）、落合弘樹氏（明治大学教授）

▽ 申込み　9月8日㈯までにお申し込みください。

▽ 問合せ　上北台公民館☎042-567-2691まで。
■蔵敷公民館　成人教養講座「あなたが主役　東大和でおもてなし
　～英語で地域に紹介してみようLet us guide You～」
　昨年に引き続き、今年も英語でのおもてなし知識を学びます。五
日市憲法草案が発見されて50年、東大和でゆかりの地を巡ります。

▽ 期　日　平成31年１月12日、19日、26日（いずれも土曜日）午後１～４時

▽ 場　所　蔵敷公民館他

▽ 講　師　安島喜一氏、中網栄美子氏

▽ 問合せ　蔵敷公民館☎042-566-0551まで。
■中央公民館　デジタルアーカイブ講座
　明治150年に関係した市の歴史的資料をインターネットで見られる
ようにするための必要な知識を学びます。

▽ 期　日　平成31年1月（予定）

▽ 場　所　中央公民館

▽ 講　師　時実象一氏

▽ 問合せ　中央公民館☎042-564-2451まで。

■村の戸数と人口（明治7年）

■主な農作物
　（明治4年の蔵敷村）

■観光ガイド付き まち歩きツアー「明治維新
　150年をたどる」
　東大和観光ガイドの説明を聞きながら、周
辺地域をめぐるコースを散策します。当日は、
市内のグルメ取扱店にも立ち寄り、スイーツ
などもご紹介します。歩きやすい服装・靴で
ご参加ください。

▽ 日　時　９月29日㈯午前９時30分～午後0
　　　　　時30分※雨天中止

▽ コース　武蔵大和駅（午前９時30分集合）
　　　　　～グルメ取扱店～神明社跡～狭山
　　　　　神社～狭山公民館（休憩他）～円
　　　　　乗院～宮鍋家・尾崎家～高木神社
　　　　　～鎌田家墓地・鎌田家～雲性寺～
　　　　　郷土博物館（解散）

▽ 定　員　30人（申込順）

▽ 申込み　９月14日㈮までに、電話でお申し込
　　　　　みください（定員になり次第受付
　　　　　終了）。

▽ 問合せ　産業振興課・内線1075まで。

明治150年関連の市主催イベントのうち、９月1日以降に
参加・申込みが可能なものを記載しました。市民グルー
プ主催のイベントは、10面の市民情報をご覧ください。

▲明治５年、蔵敷の太子堂に汎衆学舎が置かれました。
　現在は建て替えられています（平成3年撮影）。

▲現在の雲性寺の場所に
　あった奈良橋学校を描
　いた絵（雲性寺所蔵）

▲明治時代の教科書。右側の教科書
　には外国の地図が描かれています。

▲第一村山尋常小学校の校報

　
自
由
民
権
運
動
は
、
明
治
時

代
の
初
期
、
士
族
や
農
民
が
中

心
と
な
り
、
政
府
に
対
し
て
国

会
開
設
や
立
憲
政
治
等
を
求
め

た
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
の
自
由
民
権
運
動
は
、
多

摩
地
域
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
多
摩

地
域
全
体
で
、
56
の
民
権
結
社

が
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
東
大
和
は
、
こ
の
多
摩
地
域

の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
自
由

民
権
運
動
が
展
開
さ
れ
た
場
所

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
11

年
１
月
、
現
在
の
多
摩
湖
の
湖

底
に
あ
っ
た
旧
蓮
華
寺
で
、
自

治
の
道
を
究
め
よ
う
と
し
た
人

々
が
集
ま
り
、
民
権
結
社
の
衆

楽
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東
大
和
の
自
由
民

権
運
動
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
の
が
、
明
治
14

年
頃
に
五
日
市
（
現
在
の
あ
き

る
野
市
）
の
教
員
で
あ
っ
た
千

葉
卓
三
郎
と
市
井
の
人
々
に
よ

っ
て
起
草
さ
れ
た
憲
法
草
案

「
五
日
市
憲
法
」
と
の
関
係
で

す
。
五
日
市
憲
法
は
、
国
民
主

権
に
力
点
を
置
き
、
民
主
主
義

的
内
容
を
持
つ
点
で
、
当
時
の

憲
法
草
案
の
中
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
千
葉
卓
三
郎
は
五
日

市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ

の
五
日
市
憲
法
を
起
草
し
て
い

た
頃
に
、
東
大
和
（
当
時
の
奈

良
橋
村
）
の
鎌
田
家
に
身
を
寄

せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
橋
村
に
滞
在
中
の
千
葉
卓

三
郎
が
、
五
日
市
の
知
人
に
対

し
て
出
し
た
手
紙
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
大
和
は
、

千
葉
卓
三
郎
の
自
由
民
権
運
動

と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
場
所
な

の
で
す
。

明治時代の東大和地図と数字で見る

芋
窪
村

奈
良
橋
村

高
木
村

清
水
村

蔵
敷
村

狭山村

東大和市駅（現在）

武蔵大和駅
    （現在）

玉川上水駅（現在）

市役所（現在）

※1　場所は豊鹿島神社　※2　 場所は円乗院（その後、現 在 の 狭山公民館の場所に移転）

　

武
家
社
会
か
ら
近
代
化
へ
の

変
革
を
遂
げ
た
明
治
維
新
か
ら

数
え
て
150
年
。
当
時
の
東
大
和
の

村
や
人
々
の
生
活
は
、
ど
う
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
上
記
「
衆
楽
会
」
の
開
講
式

に
は
、
年
齢
や
地
位
、
職
業
な
ど

の
枠
を
越
え
、
新
し
い
自
治
を
究

め
る
こ
と
を
志
し
た
若
者
た
ち
が

結
集
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
、
こ
こ
東
大
和
で

も
、
熱
い
想
い
を
持
っ
た
若
者
た

ち
は
、
互
い
の
気
概
を
確
か
め
合

い
な
が
ら
、
各
々
に
訪
れ
る
未
来

に
対
し
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。

　
本
号
で
ご
紹
介
し
た
記
事
や

関
連
事
業
へ
の
ご
参
加
な
ど
を
通

し
、
改
め
て
、
明
治
期
の
村
の
様

子
や
、
先
人
達
の
想
い
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
、
現
代
に
通
じ
る
何
か
が
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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明
治 

150 

年

　
江
戸
時
代
が
幕
を
閉
じ
、
明
治
の
新
時
代
が
始
ま
っ
て
今
年
で

150
年
。
社
会
が
大
き
く
変
革
し
た
激
動
の
時
代
に
、人
々
は
ど
の

よ
う
な
生
活
を
し
、
何
を
想
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
で
は
、
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か
、
こ
こ
東
大
和

で
生
き
た
人
々
や
村
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 

集

　
明
治
時
代
初
期
の
東
大
和
に

は
、
芋
窪
・
蔵
敷
・
奈
良
橋
・

高
木
・
後
ケ
谷
・
宅
部
・
清
水

の
村
が
あ
り
ま
し
た（
後
ケ
谷
・

宅
部
村
は
明
治
8
年
に
合
併
し

て
、
狭
山
村
と
な
り
ま
し
た
）。

　
人
々
は
、
現
在
の
多
摩
湖
周

辺
の
狭
山
丘
陵
に
居
住
し
て
い

て
、
南
側
に
は
原
野
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

各
村
が
競
い
合
う
よ
う
に
開
拓

を
進
め
た
結
果
、
村
の
形
が
南

北
に
細
長
い
形
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
17
年
、
新
政
府
は
町
村

の
財
政
力
を
高
め
る
た
め
、
複

数
の
町
村
が
連
合
し
、そ
の
ト

ッ
プ
（
戸
長
）
を
政
府
が
任
命

村
の
発
展
と
変
遷

人
々
の
暮
ら
し

　
江
戸
時
代
の
書
物
に
「
困
窮

の
村
」
と
書
か
れ
た
東
大
和
の

村
で
は
、
明
治
維
新
を
迎
え
て

も
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、

人
々
の
生
活
は
労
苦
に
満
ち
た

も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
農
業
は
畑
作
が
中
心
で
、

麦
・
粟
な
ど
自
家
用
の
主
食
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続

け
ら
れ
て
き
た
機
織
り
が
次
第

に
広
ま
り
、
農
業
の
合
間
に
木

綿
絣
（
木
綿
織
り
に
模
様
が
加

え
ら
れ
た
布
）
を
織
り
、
貴
重

な
現
金
収
入
を
得
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
木
綿
絣
の
生
産
は
賃ち

ん
ば
た機
方
式

で
し
た
。
農
家
は
、
機は

た
や屋

か
ら

原
料
糸
を
受
け
取
っ
て
機
を
織

り
、
そ
の
手
間
賃
と
し
て
、
現

金
を
得
て
い
た
の
で
す
。

す
る
連
合
戸
長
制
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
芋
窪
・
蔵

敷
・
奈
良
橋
・
高
木
・
狭
山
・

清
水
の
６
つ
の
村
が
連
合
す
る

こ
と
と
な
り
（
高
木
村
外
五
ケ

村
連
合
）、
そ
の
役
場
（
連
合

戸
長
役
場
）
が
、
現
在
高
木
神

社
の
あ
る
場
所
に
置
か
れ
ま
し

た
。

　
東
大
和
市
の
母
体
と
な
る
組

織
が
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
時
で
、

高
木
神
社
の
境
内
に
は
、
当
時

書
類
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
土
蔵
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
こ
の
６
つ
の
村
は

大
正
８
年
に
合
併
し
、
大
和
村

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
機
を
織
っ
て
い
た
の
は
女
性

た
ち
で
す
。「
女
の
子
が
生
ま

れ
る
と
喜
ん
だ
」「
娘
三
人
持

つ
と
身
上
が
上
向
く
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
女
性
の
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

　
娘
た
ち
は
、
小
学
校
高
学
年

に
な
る
と
、
機
を
織
る
技
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。女
性
た
ち
は
、

朝
５
時
頃
か
ら
、
夜
11
時
頃
ま

で
織
り
続
け
ま
す
。
朝
食
前
に

３
、４
尺
織
り
、１
日
に
１
反
織

っ
て
一
人
前
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

隣
家
か
ら
機
の
音
が
始
ま
る
と

家
の
者
か
ら
催
促
さ
れ
、
音
が

消
え
る
と
解
放
さ
れ
る
と
い
う

毎
日
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
の

頃
に
な
る
と
、
生
産
の
中
心
は

綿
織
物
か
ら
絹
織
物
へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

東大和市史資料編10
「近代を生きた人びと」から当時の人々の声

■芋窪に在住していた方
＜子どものころ＞
　幼い頃は父に従い、畑仕事を手伝った。現在の新青梅街道の先に桑畑
があり、桑つみやさつま芋を堀りあげた土を掻き出す仕事で腰の痛さを
覚え、父から「子どもの癖に腰の痛いのを知っている」と言われた。玉
川上水に水を汲みに行き、畑仕事の時にその水を飲んでいた。
＜お使い＞
　姉が織る糸を染めるため、奈良橋の紺屋（染物屋）へお使いに行った。
蔵敷の燃料屋の裏口を通り、橋を渡った北側のすぐ裏が紺屋だった。「ち
っとべぇ（ちょっと）待ってればすぐ染まる」といわれてそこで待って
いたが、時間がかかり、家で心配されたことがある。

■清水に在住していた方
　娘のころ芋窪の実家にいた時は、桜街道まで畑仕事に行った。ぼろっ
かごをしょって行く。行きは女は、からのかごをかつぎ、男は農作業の
道具を大八車に乗せて引いた。帰りは畑で取れたものを乗せてくる。
　桜街道は歩くと30分はかかる。親に朝早く岡穂の草むしりに行けとい
われ、暑くならないうちに夕べの残り御飯を食べて５時に畑仕事へ行っ
た。そのかわり荷も何も持たないで10時あがりにする。帰って来て昼を
食べ、３時まで休んで畑に行くと暗くなるまで仕事をした。洗濯物は10
時あがりの３時までの間にする。

■狭山に在住していた方
　昔この辺りでは、機織りは女の人の大事な仕事になっていた。娘はみ
んな学校が終わるとすぐ機織りをする。勤めるわけではないし畑仕事も1
年のうちそういくらもないし、ほかにお金の入る仕事はないので、機織
りで１年中織っている。朝起きると機を織る、夜11時ごろまで１日中織
った。木綿機は１日１反は楽に織れるが器用不器用があって、１反織れ
れば一人前と言われた。私は織るのが早いほうで一緒に織っても姉は悠
長で埒（らち）が明かない、私が早いと姉は機嫌が悪かった。

　平成11年に刊行した東大和市史資料編10「近代を生きた人びと」
の中には、明治時代に生きた女性たちの言葉が紹介されています。
　当時の人々の生活を知ることができる貴重な資料ですので、そ
の一部を抜粋してご紹介します。

▲高木村外五ケ村連合戸長役場の書類倉庫として使われていた土蔵（高木神社境内）

▲機織りをしている女性たち（撮影年不明）

学
校
と
子
ど
も
た
ち

東
大
和
の
自
由
民
権
運
動

明
治
150
年
に
寄
せ
て

東
大
和
市
長

　尾
崎
保
夫

明治150年関連
　市主催イベント

明治時代の学校の変遷

　
明
治
５
年
の
学
制
頒
布
に
よ

り
、
東
大
和
の
村
々
に
も
５
つ

の
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

　
当
時
の
学
校
の
様
子
が
、「
東

大
和
の
よ
も
や
ま
ば
な
し
」（
東

大
和
に
伝
わ
る
昔
話
を
集
め
た

本
）の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
男
子
に
比
べ
て
女
子

の
入
学
者
が
少
な
く
、
せ
っ
か

く
入
学
し
て
も
途
中
で
や
め
て

家
の
仕
事
を
し
た
り
、
年
季
奉

公
に
行
く
子
ど
も
が
多
く
い
ま

し
た
。
先
生
は
「
お
そ
ろ
し
く

尊
い
人
で
、
つ
か
ま
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
関
す

る
話
も
あ
り
ま
す
。
第
一
村
山

尋
常
小
学
校
で
は
、
豊
鹿
島
神

社
の
裏
山
に
あ
っ
た
運
動
場
で
、

毎
日
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な

声
が
響
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
と
変
わ
ら
な
い
学
校
の
光
景

で
す
。

　
そ
の
後
、
こ
の
５
校
は
明
治

12
年
頃
ま
で
の
間
に
３
校
に
統

廃
合
さ
れ
、
明
治
26
年
に
は
、

校
名
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
校
は
大
正
12
年
に
合
併

し
、
現
在
の
第
一
小
学
校
で
あ

る
大
和
村
立
村
山
尋
常
高
等
小

学
校
と
な
っ
た
の
で
す
。

場所 学制頒布時の学舎
（明治５年）

統廃合後
（明治12年頃から）

校名変更後
（明治26年から）

豊鹿島神社 小禎学舎（芋窪村） 昇隆学校（※1） 第一村山尋常小学校太子堂 汎衆学舎（蔵敷村）
雲性寺 厳玉学舎（奈良橋村） 奈良橋学校 第二村山尋常小学校
円乗院 竭力学舎（高木村・後ケ谷村） 高狭学校（※2） 第三村山尋常小学校三光院 研精学舎（清水村・宅部村）

村名 戸数 人口総数 男 女
芋窪村 147戸 821人 397人 424人
蔵敷村 58戸 333人 152人 181人

奈良橋村 67戸 407人 217人 190人
高木村 49戸 252人 124人 128人

狭山村
宅部村 40戸 252人 124人 128人

後ケ谷村 45戸 307人 138人 169人
清水村 60戸 379人 189人 190人

合計 466戸 2,751人 1,341人 1,410人

種類 収穫量
大麦 235石

粟 126石
小麦 54石

稗 45石
米 25石
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■中央図書館
◎地域資料展「自由民権運動と東大和」
　東大和を中心に、多摩地域の自由民権運動
についての地域資料を展示します。

▽ 期　間　9月23日㈰まで

▽ 場　所　中央図書館２階展示コーナー
◎明治150年資料展
　明治時代に関係する資料を展示・貸出しま
す。２階の展示コーナーでは、復刻資料、明治
期の新聞資料等を展示します。

▽ 期　間　９月26日㈬～10月31日㈬

▽ 場　所　中央図書館１階展示棚及び２階展
　　　　　示コーナー
　※資料の貸出しは、清原・桜が丘図書館で
　　も行います。
□以上のお問合せは、中央図書館☎042-564-
　2454まで。

■郷土博物館企画展示「明治時代の東大和 」
　ー先人の熱い想いを今にー
　詳しくは１面をご覧ください。

大麦や粟などの自家
用の主食が上位を占
めていました。米は
収穫量が低く、主食
の補い程度でした。

（参考）平成30年8月1日
 現在の東大和市の状況 38,773世帯　85,644人　42,239人　43,405人

※１石＝米換算で150kg

■上北台公民館　保育付地域発見講座「これであなたも歴史家　東大
　和の歴史を知ろう！」　
　幕末の村の様子から村山貯水池の建設まで、東大和の歴史を学び
ます。また、最終回では、幕末・明治期の喜多方の歴史も学びます。

▽ 日　時　９月25日～10月30日の火曜日（全６回）午前10時～正午

▽ 場　所　上北台公民館

▽ 講　師　関一成氏（近世の会）、後藤祥夫氏（都留文科大学非常勤講
　　　　　師）、落合弘樹氏（明治大学教授）

▽ 申込み　9月8日㈯までにお申し込みください。

▽ 問合せ　上北台公民館☎042-567-2691まで。
■蔵敷公民館　成人教養講座「あなたが主役　東大和でおもてなし
　～英語で地域に紹介してみようLet us guide You～」
　昨年に引き続き、今年も英語でのおもてなし知識を学びます。五
日市憲法草案が発見されて50年、東大和でゆかりの地を巡ります。

▽ 期　日　平成31年１月12日、19日、26日（いずれも土曜日）午後１～４時

▽ 場　所　蔵敷公民館他

▽ 講　師　安島喜一氏、中網栄美子氏

▽ 問合せ　蔵敷公民館☎042-566-0551まで。
■中央公民館　デジタルアーカイブ講座
　明治150年に関係した市の歴史的資料をインターネットで見られる
ようにするための必要な知識を学びます。

▽ 期　日　平成31年1月（予定）

▽ 場　所　中央公民館

▽ 講　師　時実象一氏

▽ 問合せ　中央公民館☎042-564-2451まで。

■村の戸数と人口（明治7年）

■主な農作物
　（明治4年の蔵敷村）

■観光ガイド付き まち歩きツアー「明治維新
　150年をたどる」
　東大和観光ガイドの説明を聞きながら、周
辺地域をめぐるコースを散策します。当日は、
市内のグルメ取扱店にも立ち寄り、スイーツ
などもご紹介します。歩きやすい服装・靴で
ご参加ください。

▽ 日　時　９月29日㈯午前９時30分～午後0
　　　　　時30分※雨天中止

▽ コース　武蔵大和駅（午前９時30分集合）
　　　　　～グルメ取扱店～神明社跡～狭山
　　　　　神社～狭山公民館（休憩他）～円
　　　　　乗院～宮鍋家・尾崎家～高木神社
　　　　　～鎌田家墓地・鎌田家～雲性寺～
　　　　　郷土博物館（解散）

▽ 定　員　30人（申込順）

▽ 申込み　９月14日㈮までに、電話でお申し込
　　　　　みください（定員になり次第受付
　　　　　終了）。

▽ 問合せ　産業振興課・内線1075まで。

明治150年関連の市主催イベントのうち、９月1日以降に
参加・申込みが可能なものを記載しました。市民グルー
プ主催のイベントは、10面の市民情報をご覧ください。

▲明治５年、蔵敷の太子堂に汎衆学舎が置かれました。
　現在は建て替えられています（平成3年撮影）。

▲現在の雲性寺の場所に
　あった奈良橋学校を描
　いた絵（雲性寺所蔵）

▲明治時代の教科書。右側の教科書
　には外国の地図が描かれています。

▲第一村山尋常小学校の校報

　
自
由
民
権
運
動
は
、
明
治
時

代
の
初
期
、
士
族
や
農
民
が
中

心
と
な
り
、
政
府
に
対
し
て
国

会
開
設
や
立
憲
政
治
等
を
求
め

た
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
の
自
由
民
権
運
動
は
、
多

摩
地
域
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
多
摩

地
域
全
体
で
、
56
の
民
権
結
社

が
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
東
大
和
は
、
こ
の
多
摩
地
域

の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
自
由

民
権
運
動
が
展
開
さ
れ
た
場
所

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
11

年
１
月
、
現
在
の
多
摩
湖
の
湖

底
に
あ
っ
た
旧
蓮
華
寺
で
、
自

治
の
道
を
究
め
よ
う
と
し
た
人

々
が
集
ま
り
、
民
権
結
社
の
衆

楽
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東
大
和
の
自
由
民

権
運
動
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
の
が
、
明
治
14

年
頃
に
五
日
市
（
現
在
の
あ
き

る
野
市
）
の
教
員
で
あ
っ
た
千

葉
卓
三
郎
と
市
井
の
人
々
に
よ

っ
て
起
草
さ
れ
た
憲
法
草
案

「
五
日
市
憲
法
」
と
の
関
係
で

す
。
五
日
市
憲
法
は
、
国
民
主

権
に
力
点
を
置
き
、
民
主
主
義

的
内
容
を
持
つ
点
で
、
当
時
の

憲
法
草
案
の
中
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
千
葉
卓
三
郎
は
五
日

市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ

の
五
日
市
憲
法
を
起
草
し
て
い

た
頃
に
、
東
大
和
（
当
時
の
奈

良
橋
村
）
の
鎌
田
家
に
身
を
寄

せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
橋
村
に
滞
在
中
の
千
葉
卓

三
郎
が
、
五
日
市
の
知
人
に
対

し
て
出
し
た
手
紙
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
大
和
は
、

千
葉
卓
三
郎
の
自
由
民
権
運
動

と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
場
所
な

の
で
す
。

明治時代の東大和地図と数字で見る

芋
窪
村

奈
良
橋
村

高
木
村

清
水
村

蔵
敷
村

狭山村

東大和市駅（現在）

武蔵大和駅
    （現在）

玉川上水駅（現在）

市役所（現在）

※1　場所は豊鹿島神社　※2　 場所は円乗院（その後、現 在 の 狭山公民館の場所に移転）

　

武
家
社
会
か
ら
近
代
化
へ
の

変
革
を
遂
げ
た
明
治
維
新
か
ら

数
え
て
150
年
。
当
時
の
東
大
和
の

村
や
人
々
の
生
活
は
、
ど
う
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
上
記
「
衆
楽
会
」
の
開
講
式

に
は
、
年
齢
や
地
位
、
職
業
な
ど

の
枠
を
越
え
、
新
し
い
自
治
を
究

め
る
こ
と
を
志
し
た
若
者
た
ち
が

結
集
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
、
こ
こ
東
大
和
で

も
、
熱
い
想
い
を
持
っ
た
若
者
た

ち
は
、
互
い
の
気
概
を
確
か
め
合

い
な
が
ら
、
各
々
に
訪
れ
る
未
来

に
対
し
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。

　
本
号
で
ご
紹
介
し
た
記
事
や

関
連
事
業
へ
の
ご
参
加
な
ど
を
通

し
、
改
め
て
、
明
治
期
の
村
の
様

子
や
、
先
人
達
の
想
い
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
、
現
代
に
通
じ
る
何
か
が
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、「
交

通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
17
日
（
祝
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
武

蔵
村
山
市
民
会
館
）

▽
内
容　

式
典
、
大
和
ま
ほ
ろ

ば
太
鼓
演
奏
、
交
通
少
年
団
合

唱
、
交
通
安
全
教
室
、
警
視
庁

音
楽
隊
演
奏
、
振
り
込
め
詐
欺

防
止
講
話
、
花
咲
ゆ
き
美
歌
謡

シ
ョ
ー

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
大

和
警
察
署
☎
042
―
566
―
０
１
１

０
へ
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
よ
う
に
、
不
妊

去
勢
手
術
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

手
術
に
よ
っ
て
尿
の
臭
い
が

軽
減
さ
れ
、
ケ
ン
カ
が
減
る
と

　

身
近
に
い
る
動
物
た
ち
の
動

物
愛
護
、
適
正
な
飼
育
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

【
動
物
は
正
し
く
終
生
飼
養
】

　

飼
い
主
は
、
動
物
を
飼
育
す

る
う
え
で
、
そ
の
習
性
や
生
理

を
よ
く
理
解
し
、
愛
情
を
も
っ

て
、
命
を
終
え
る
ま
で
飼
い
続

け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、

犬
に
は
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
犬
の
散
歩
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
】

　

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

犬
を
リ
ー
ド
で
き
ち
ん
と
つ
な

ぎ
ま
し
ょ
う
。
も
し
散
歩
中
に

オ
シ
ッ
コ
を
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
す
ぐ
に
水
で
流
し
、
フ
ン

を
し
た
と
き
は
家
ま
で
持
ち
帰

る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
散

歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
身
元
の
表
示
】

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
も
と

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い

主
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
迷
子
に
な
っ
た
動
物
の
発

見
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
、

犬
に
は
鑑
札
を
着
け
、
猫
や
そ

の
他
の
動
物
に
は
名
札
等
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

■
ど
う
ぶ
つ
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
動

物
愛
護
管
理
法
」

　

東
京
都
で
は
、
環
境
省
や
動

物
愛
護
団
体
等
と
と
も
に
、
ど

う
ぶ
つ
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
東
京

都
福
祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
９
月
15
日
㈯
午
後
１
時
～
５

時
30
分
／
場
所　

台
東
区
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ

ー
ル
／
内
容　

動
物
愛
護
管
理

功
労
者
表
彰
式
、
講
演
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
と
動

物
の
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て（
仮
題
）」
な
ど
／
定
員

300
人（
申
込
順
）／
申
込
み　

９

月
14
日
㈮
正
午
ま
で
に
、
動
物

愛
護
週
間
中
央
行
事
実
行
委
員

会
の
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

ps://www.omc.co.jp/doubuts
uaigo2018/form/input.html

）

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
９
月
22
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
４
時
／
場
所　

上
野
恩

賜
公
園
内
／
内
容　

動
物
愛
護

セ
レ
モ
ニ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
／
申
込

不
要

▽
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保
健

局
健
康
安
全
部
環
境
保
健
衛
生

課
☎
03
―
５
３
２
０
―
４
４
１

２
へ
。

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
術
の
際
は
、
耳
先
の
Ｖ
字

カ
ッ
ト
を
併
せ
て
お
願
い
す
る

こ
と
で
、
簡
単
に
識
別
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

不
妊
・
去
勢
手
術

の
費
用
を
支
払
っ
た
市
民

※
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

29
日
に
実
施
し
た
も
の
に
限
る
。

▽
助
成
額　

オ
ス
：
四
、
〇
〇
〇
円

メ
ス
：
五
、
〇
〇
〇
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
等
原
本
（
手
術
内
容

及
び
内
訳
が
確
認
で
き
る
も

の
）

・
通
帳
等
の
金
融
機
関
の
口
座

番
号
と
支
店
名
の
わ
か
る
も
の

・
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
の
も
の
）

▽
申
請
期
限　

平
成
31
年
３
月

29
日
㈮

▽
申
請
場
所　

環
境
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

◎
秋
の
交
通
安
全
運
転
者
講
習

会
を
開
催

　

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、

「
秋
の
交
通
安
全
運
転
者
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
気
配
り
や
、
ル
ー
ル
を

守
れ
ば
防
げ
た
と
思
わ
れ
る
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
運
転
や
、
交
通
安
全
の
意
識

を
見
直
す
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
・
場
所　

①
9
月
10
日
㈪
・
向
原
市
民
セ

ン
タ
ー

②
9
月
11
日
㈫
・
狭
山
公
民
館

③
9
月
13
日
㈭
・
蔵
敷
公
民
館

④
9
月
14
日
㈮
・
清
原
市
民
セ

ン
タ
ー

※
各
会
場
と
も
午
後
2
時
か
ら

で
す
。

▽
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
講
話

▽
持
ち
物　

安
全
運
転
カ
ー
ド

ま
た
は
表
彰
講
習
カ
ー
ド

◎
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

　

「
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
21
日
㈮

～
30
日
㈰
の
10
日
間
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

観光キャラクター “うまべぇ”の出没情報 都立東大和高校第46回楢木祭／日時　９月15日㈯・16日㈰午前10時～午後
２時（予定）／場所　都立東大和高校／問合せ　産業振興課・内線１０７５まで

飼い主のいない
猫対策

猫の耳先カット
は不妊去勢手術
済みの目印です

動物愛護週間 

東大和警察署
からの
お知らせ

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　

申
請
に
必
要
な
写
真
の
用
意

が
難
し
い
方
を
対
象
に
、
市
民

課
（
市
役
所
１
階
）
で
写
真
撮

影
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▽
実
施
時
間　

午
前
10
時
～
正

午
及
び
午
後
２
時
～
４
時
（
平

日
の
み
）。

◎
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
一
括
申
請
で
き
ま
す

　

市
内
事
業
所（
企
業
等
）か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
一
括

し
て
申
請
で
き
る
「
企
業
等
一

括
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
中

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
受
付
は
、
市
職
員
が
事

業
所
で
行
い
、
申
請
者
は
自
宅

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
市
役
所
に
受
け
取
り
に
行

く
必
要
が
な
く
便
利
で
す
。

▽
対
象　

市
内
事
業
所
に
お
勤

め
の
市
内
在
住
の
方
。
お
お
よ

そ
10
人
以
上
の
申
請
者
が
い
る

場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

課
・
内
線
１
０
８
７
ま
で
。

と
推
移
を
全
国
的
・
地
域
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体

の
住
宅
関
連
施
策
や
大
学
、
民

間
企
業
な
ど
の
都
市
・
住
宅
・

防
災
の
研
究
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
全
国
か
ら

無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
370
万
住

戸
（
空
家
を
含
む
）
と
、
そ
こ

に
居
住
す
る
世
帯
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
法
に
よ
り
、
調
査
を
受

け
る
人
に
は「
報
告
義
務
」、調

査
を
す
る
人
に
は「
守
秘
義
務
」

が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

　

東
京
都
で
は
、
平
成
11
年
度

よ
り
地
元
市
と
協
力
し
、
柳
瀬

川
と
空
堀
川
を
地
域
に
活
き
た

親
し
め
る
川
と
す
る
た
め
、
広

く
意
見
交
換
す
る
「
柳
瀬
川
・

空
堀
川
流
域
連
絡
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第

９
期
の
委
員（
任
期
２
年
間
）を

募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

下
記
の
要
領
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
流
域
で
活
動
し
て
い

る
市
民
団
体
か
ら
の
参
加
も
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

団
体
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

都
内
の
柳
瀬

川
・
空
堀
川
流
域
に
在
住
、
在

勤
又
は
在
学
の
方
で
、
年
６
回

程
度
の
連
絡
会
に
出
席
で
き
る

方
。

▽
報
奨
金
・
交
通
費　

支
給
し

ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

柳
瀬
川
・
空
堀

川
へ
の
思
い
や
意
見
等
「
応
募

の
動
機
に
つ
い
て
」の
作
文（
800

字
程
度
）に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入（
在
勤
・
在
学
の
方

は
そ
の
住
所
と
電
話
番
号
も
記

入
）し
、郵
便
又
は
直
接
左
記
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月
21
日
㈮

▽
結
果
通
知　

公
募
委
員
選
考

会
に
よ
り
選
考
の
上
、
10
月
中

旬
頃
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
先
・
問
合
せ　

東
京
都

北
多
摩
北
部
建
設
事
務
所
工
事

第
二
課
「
柳
瀬
川
・
空
堀
川
流

域
連
絡
会
」
事
務
局
（
〒
190-

立
川
市
柴
崎
町
２
―
15
―
19
）

☎
042
―
540
―
９
５
２
１
へ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

（月）

柳
瀬
川
・
空
堀
川

流
域
連
絡
会
委
員

　
　募
　集

暮らしを楽しむ防災講座
～アウトドアの知識を活かし知恵のある自分自身になろう～ 

災害はいつどこで遭うかわかりません。災害と遭遇した時にどのような
判断を下すのかが重要になってきます。だれでも無理なく災害に備えら
れるような楽しくてすぐに実践したくなる目からうろこの防災術をお
伝えします。電話または市のホームページからお申し込みください。 
▷対　　象  市内在住・在勤の方 
▷日　　時  ９月29日㈯ 午前10時～正午 
▷場　　所  中央公民館 
▷定　　員  30人（申込順） 
▷講　　師　 あんどう りす氏（アウトドア防災ガイド） 
▷持 ち 物　 筆記用具 
▷一時保育  １歳以上の未就学児で、定員は６人（申込順）です。 

　　　　　 電話でお申し込みください。 
▷手話通訳　 ファクス042-563-5931または市のホームページから
　　　　　　 お申し込みください。 
▷申込期限　 ９月28日㈮ 
※一時保育、手話通訳の申込期限は９月14日㈮までです。 
▷申込み・問合せ 地域振興課・内線１７１５まで。 

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は
、

統
計
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
国

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の

一
つ
で
あ
り
、
住
宅
や
土
地
の

利
用
状
況
、
世
帯
の
居
住
状
況

な
ど
の
実
態
を
調
査
し
、
現
状

△花咲　ゆき美
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市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
と
の
共
催
に
よ
り
、
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業
の

人
事
担
当
者
と
直
接
面
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
13
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
事
前
予

約
制
）

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
10

会
議
室

◎
特
別
相
談
の
実
施

・
54
時
間
特
別
相
談
（
国
際
ビ

フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
東
京
自
殺
防
止

セ
ン
タ
ー
）
／
９
月
１
日
㈯
午

前
０
時
～
３
日
㈪
午
前
６
時
／

☎
０
１
２
０
―
58
―
９
０
９
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

（
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
）

／
９
月
10
日
㈪
午
前
８
時
～
11

日
㈫
午
前
８
時
／
☎
０
１
２
０

―
783
―
556（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
東
京
都
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

～
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
～
（
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協

議
会
）／
９
月
17
日
（
祝
日
）

～
21
日
㈮
（
各
日
24
時
間
）
／

☎
０
５
７
０
―
０
８
７
４
７
８

・
自
死
遺
族
の
た
め
の
電
話
相

談
（
全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
）
／
９
月
22
日
㈯
～

24
日
（
振
替
休
日
）
各
日
午
前

11
時
～
午
後
７
時
／
☎
03
―
３

２
６
１
―
４
３
５
０

・
自
死
遺
族
傾
聴
電
話
（
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
）

／
９
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮
各
日

午
前
10
時
～
午
後
10
時
／
☎
03

―
３
７
９
６
―
５
４
５
３

・
多
重
債
務
110
番
（
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
９

月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
各
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
／
☎
03
―
３

２
３
５
―
１
１
５
５

・
有
終
支
援
い
の
ち
の
山
彦
電

話
―
傾
聴
電
話
―
（
有
終
支
援

い
の
ち
の
山
彦
電
話
）
／
９
月

１
日
㈯
～
30
日
㈰
の
月
～
木
曜

日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

の
正
午
～
午
後
８
時
、
金
曜
日

は
正
午
～
午
後
10
時
／
☎
03
―

３
８
４
２
―
５
３
１
１

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
以
外
は
有

料
。
ま
た
、「
０
５
７
０
」
で
始

ま
る
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
携
帯
電

話
の
無
料
通
話
、
か
け
放
題
プ

ラ
ン
の
対
象
外
で
す
。

◎
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
講
演
会

「
若
者
の
自
殺
予
防
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

　

９
月
７
日
㈮
午
後
２
時
～

　

市
で
は
こ
の
た
び
「
第
３
次

東
大
和
市
農
業
振
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
都
市

化
の
進
行
な
ど
厳
し
い
環
境
が

　

自
殺
予
防
や
こ
こ
ろ
が
安
ら

ぐ
資
料
を
展
示
し
、
貸
し
出
し

ま
す
。

▽
期
間　

９
月
５
日
㈬
～
19
日

㈬▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

取
り
巻
く
東
大
和
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
か
ら

の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
産
業
振
興
課
窓
口

（
市
役
所
１
階
）
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

　

経
験
豊
か
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
皆
さ
ん
の
お
悩
み
に
対
面
で

お
応
え
し
ま
す
。

▽
対
象　

女
性
限
定（
創
業
に

関
心
の
あ
る
方
、
創
業
を
目
指

し
て
い
る
方
、
創
業
間
も
な
い

方
、
中
小
企
業
の
経
営
者
等
）

▽
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
、
10
時
45
分
か
ら
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
２
時
45

■
裁
判
員
制
度

　

平
成
31
年
の
裁
判
員
は
、
次

の
手
続
き
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま

す
。
地
方
裁
判
所
か
ら
の
割
当

通
知
に
基
づ
き
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
方
の
中
か
ら

平
成
31
年
の
裁
判
員
候
補
者
予

定
者
を
「
く
じ
」
で
選
定
し
、

裁
判
員
候
補
者
予
定
者
名
簿
を

調
製
し
て
、
地
方
裁
判
所
に
送

付
し
ま
す
。
地
方
裁
判
所
は
、

裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
調
製
し
、

対
象
事
件
ご
と
に
呼
び
出
す
べ

き
裁
判
員
候
補
者
を
「
く
じ
」

で
選
定
し
、
い
く
つ
か
の
手
続

き
を
経
て
裁
判
員
を
選
任
し
ま

す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載

さ
れ
た
方
に
は
、
裁
判
所
か
ら

名
簿
記
載
通
知
の
ほ
か
に
調
査

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
診
療
報
酬
明
細

書（
レ
セ
プ
ト
）デ
ー
タ
及
び
特

定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
保
健
師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問

相
談
〉

　

病
名
、
検
査
、
処
方
等
の
状

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
の
「
今
月
の
テ
ー
マ
」

で
は
、「
学
校
シ
リ
ー
ズ
」
と
題

し
て
、
市
内
に
15
校
あ
る
小
・

中
学
校
の
歴
史
、
特
色
あ
る
教

育
活
動
な
ど
を
毎
月
１
校
ず
つ
、

資
料
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
月
は
、第
八
小
学
校（
立

野
３
丁
目
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

況
に
よ
り
生
活
習
慣
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
な
方
に
、
保
健

師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問
相
談
に

関
す
る
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
健
師
等
が
ご
家
庭
を
訪
問

し
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
向

け
た
情
報
提
供
や
指
導
を
行
い

ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

※
参
加
求
人
の
内
容
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
立
川
の
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
就
職
情
報

室（
市
役
所
５
階
）・
内
線
１
１

９
４
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
☎

042
―
525
―
８
６
１
５
へ
。

忘れていませんか？市税等の納付 市・都民税（第２期）、国民健康保険税（第2期）は納期限（8月31日）が過ぎています。
納付がお済みでない場合は、至急納付をお願いします。／問合せ　納税課・内線１０４１まで

自
殺
予
防
図
書
展
を

　
　
　開
催
し
ま
す

農
業
振
興
計
画
を

　策
定
し
ま
し
た

場所 対象（【 】は内容） 実施日・時間 

中央図書館 
☎042-564 

-2454 

4 歳～小学 1 年生
（保護者入場可） 

７ 日㈮・21 日㈮
午後 3 時 30 分～4 時

小学 2 年生以上 ８日㈯・22 日㈯
午後 3 時 30 分～4 時

桜が丘図書館 
☎042-567 

-2231 

3 歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】

14 日㈮・28 日㈮
午前 10 時 30 分～11 時

4 歳以上 13 日㈭・27 日㈭
午後 3 時 30 分～4 時 

清原図書館 
☎042-564 

-2944 

3 歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】

13 日㈭・27 日㈭
午前 10 時 30 分～11 時

4 歳以上 12 日㈬・26 日㈬
午後 3 時 30 分～4 時 

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

ステーション名 巡回時間 巡回日
多摩湖畔自治会集会所 午後1時30分～2時15分

12日
 26日 ㈬

㈬上北台団地東側 午後2時30分～3時15分
蔵敷公民館 午後3時30分～4時15分
向原市民センター 午後2時30分～3時15分 ５日 ㈬

19日 ㈬清水神社境内 午後3時30分～4時15分
※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお
問い合わせください。 

月 火 水 木 金 土 日

中央図書館 午前10時

～午後5時 休館日
午前10 時～午後 7 時 午前10 時～

午後 5 時
桜が丘図書館 

午前 10 時～午後 5 時 清原図書館 休館日 
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館）、毎月
第3木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間 

中央図書館・桜が丘図書館：９月４･11･17･18･20･24･25日
清原図書館：９月３･４･10･11･17･18･20･24･25日

図書館からのお知らせ（9月）

移動図書館「みずうみ号」巡回日程

開館時間・休館日

おはなし会

５
時
／
場
所　

東
京
都
議
会
議

事
堂
１
階
都
民
ホ
ー
ル
／
講
師

五
十
嵐
千
代
氏
（
東
京
工
科
大

学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教

授
）
／
内
容　

講
演
「
若
者
の

自
殺
対
策
を
考
え
る
」
／
対
象

都
内
在
住
・
在
学
の
学
生
、
大

学
・
民
間
団
体
・
自
治
体
職
員
、

一
般
都
民

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温

計
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！

～
食
欲
が
な
か
っ
た
り
夜
に
寝

苦
し
か
っ
た
り
…

そ
れ
っ
て
本
当
に
暑
さ
に
よ
る

も
の
で
す
か
!?
～

　

こ
こ
ろ
の
体
温
計
で
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
自
分
や
身
近
な

家
族
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用

料
金
は
無
料
で
す
（
通
信
料
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

  

９月は東京都の
　　自殺対策強化月間です

  

個
別
相
談
会
を

　
　
　開
催
し
ま
す

ビ
ジ
ネ
ス
ト

市
政
情
報

　
　コ
ー
ナ
ー

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　保
健
事
業

表
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
表
は
裁
判
員
候
補
者
の
皆
さ

ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
記
入
・
返
送
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
地
方
裁
判
所

立
川
支
部
☎
042
―
845
―
０
２
７

９
へ
。

■
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

持
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審

査
員
が
こ
の
事
件
の
審
査
に
当

た
り
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
方
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
場
合
に
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
042
―
845
―
０
２
９
２

へ
。

裁判員・審査員の選任 
ご協力を 

お願いします 

裁判員制度
検察審査会

社
会
教
育

　
　
　委
員
会
議

▽
日
時　

９
月
18
日
㈫
午
前
10

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　

５
人
（
当

日
先
着
順
）
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
以
内

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
東
大
和
寮（
桜
が
丘
２
―

137
―
５
）

▽
費
用　

無
料

※
申
込
方
法
や
セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
は「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
☎
042
―

565
―
１
１
９
５
へ
。
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■
結
核
予
防
週
間
（
９
月
24
日

～
30
日
）
～
結
核
は
、
過
去
の

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
～

○
結
核
：
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
平
成
28
年
度
に
新
た
に
結
核

と
診
断
さ
れ
た
方
が
約
１
万
７

千
人
で
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上

が
７
割
近
く
、
80
歳
以
上
が
４

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
２
千
人
が
結
核
に
よ
り
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

○
感
染
か
ら
発
症
：
せ
き
や
く

し
ゃ
み
と
一
緒
に
空
気
中
に
飛

び
散
っ
た
結
核
菌
を
吸
い
込
ん

で
感
染
す
る
病
気
で
す
。
感
染

し
て
も
必
ず
発
症
す
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菌
は
体
内

に
留
ま
り
、
抵
抗
力
が
落
ち
た

時
に
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
感
染
か
ら
発
症
ま
で
、
数

か
月
～
数
十
年
と
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

○
症
状
：
微
熱
、
せ
き
、
た
ん
、

だ
る
さ
、
食
欲
不
振
、
息
苦
し

さ
、
や
せ
等
、
風
邪
の
ひ
き
始

め
や
こ
じ
ら
せ
た
時
の
症
状
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。

○
治
療
：
現
在
は
内
服
薬
で
治

療
で
き
ま
す
。
た
ん
の
中
に
結

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児
／

９
月
６
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　

35
歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
）
／
９

月
12
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
～
１
歳
６
か
月
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
９
月
27
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
24
組
（
申

込
順
）
／
食
生
活
と
む
し
歯
予

防
の
話
、
仕
上
げ
磨
き
の
練
習

／
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、
保

育
士
／
母
子
健
康
手
帳

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

９
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
正

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―

565
―
５
２
１
１
ま
で
。

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
～
９
時
30
分
／
場
所

東
大
和
病
院
／
詳
細
は
東
大
和

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
／
東
大
和
病
院
☎
042
―

562
―
１
４
１
１
へ
。

■
旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変

電
所
の
保
存
に
向
け
た
基
本
方

針
を
作
成
し
ま
し
た

　

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
市

指
定
文
化
財
・
旧
日
立
航
空
機

株
式
会
社
変
電
所
。
市
で
は
、

傷
み
の
目
立
つ
変
電
所
を
修

復
・
保
存
し
て
い
く
た
め
の
基

本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
成
29
年
度
に
行
っ
た

調
査
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
内
容
（
概
略
版
）
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
／
郷
土
博
物
館
☎
042
―

567
―
４
８
０
０
ま
で
。

■
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
２
０
１

８
第
15
回
お
ど
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

９
月
16
日
㈰
午
前
11
時
～
午

後
７
時
30
分
／
場
所　

ハ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ル
／
無
料
／
内
容　

ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、

よ
さ
こ
い
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

日
本
舞
踊
等
／
お
ど
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
・
橋
本

☎
042
―
505
―
７
２
７
６
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕
事
の
受
注

　

屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
の
せ

ん
定
、
除
草
、
蜂
の
巣
駆
除
、

家
事（
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
づ
く

り
）、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張

り
替
え
、
大
工
仕
事
、
内
装
・

電
気
工
事
、
チ
ラ
シ
配
布
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）、パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器
設

定
、毛
筆
宛
名
・
賞
状
書
き
な
ど
、

お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金

は
仕
事
の
内
容
に
よ
り
異
な
り

ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

情報マップ

核
菌
が
混
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、

周
囲
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

入
院
が
必
要
で
す
が
、
感
染
を

広
げ
る
可
能
性
が
無
い
場
合
は
、

外
来
通
院
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

○
予
防
：
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
や
睡
眠
、
適
度

に
体
を
動
か
す
等
、
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
、
免
疫
力
を

高
め
た
り
落
と
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

タ
バ
コ
は
、
肺
そ
の
も
の
が
持

つ
、
菌
の
侵
入
や
増
殖
を
防
ぐ

力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、

禁
煙
も
重
要
な
予
防
方
法
で
す
。

乳
児
は
予
防
接
種
で
感
染
の
予

防
を
、
そ
の
他
の
方
は
定
期
的

な
検
診
で
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
２
週

間
以
上
咳せ

き
や
た
ん
が
続
く
よ
う

な
ら
、
早
め
に
受
診
し
、
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
〉

対
象
者
／
５
か
月
以
上
12
か
月

未
満
。
５
か
月
を
迎
え
る
月
の

前
月
末
に
予
診
票
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
５
か
月
に
な
っ
た
ら
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
結
核
住
民
検
診
〉

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
平
成

13
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
／
日
時　

９
月
19
日
㈬
午

前
９
時
15
分
～
10
時
45
分
（
撮

影
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）
／

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
東

大
和
店
（
桜
街
道
駅
側
入
口
）

※
事
前
申
込
不
要
。
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
上
半
身
は
、
脱
ぎ
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
装
飾
品
、

ボ
タ
ン
や
金
属
の
つ
い
た
衣
類
、

下
着
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
連
れ

の
場
合
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
中

の
み
保
育
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
間
に
１
回
の
受
診
と

な
り
ま
す
。

※
検
診
車
に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
す
。
既
に
肺
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
方
や
こ
れ
か
ら
予

定
し
て
い
る
方
は
、
重
複
し
た

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
と
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
９
月
26
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
９
月
６
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人

（
申
込
順
）／
保
育
室
有（
15
人
。

申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進
め
方

の
話
、
調
理
実
習
、
試
食
／
母

子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ

ル□□□□□

■
多
摩
で
一
番
古
い
結
社
「
衆

楽
会
」
と
多
摩
地
域
の
結
社
活

動
（
お
と
な
の
社
会
科
）
／
９

月
21
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時
／

■場
上
北
台
公
民
館
／
明
治
150
年

を
迎
え
東
大
和
の
自
由
民
権
運

動
を
知
る
／
■講
松
崎
稔
／
■費
非

会
員
200
円
／
■問
柴
田
090
―
４
０

２
５
―
３
８
１
１

■
写
真
展
「
こ
こ
ろ
の
景
色
」

（
全
日
本
年
金
者
組
合
東
大
和

支
部
写
真
サ
ー
ク
ル
）
／
９
月

25
日
㈫
ま
で
の
午
前
10
時
～
午

後
８
時（
最
終
日
は
５
時
ま
で
）

／
■場
ブ
ッ
ク
ス
タ
マ
東
大
和
店

内
展
示
コ
ー
ナ
ー
／
■問
菊
池
042

―
564
―
８
４
２
９

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
中
・
経

験
者
、
関
心
の
あ
る
方
／
①
９

月
５
日
㈬
②
20
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
／
■場
①
や
ま

と
苑
別
館
②
向
原
老
人
福
祉
館

／
介
護
に
関
す
る
情
報
交
換
、

経
験
談
な
ど
／
■費
100
円
／
■問
田

村
090
―
５
３
０
８
―
６
６
３
８

■
第
７
回
花
＊
み
ど
り
カ
フ
ェ

「
種
と
苗
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
」
来

春
の
準
備
を
始
め
よ
う
（
東
大

和
ま
ち
お
こ
し
連
絡
会
）
／
９

月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

（
９
時
30
分
か
ら
欲
し
い
方
は

種
と
苗
の
交
換
会
）
／
■場
南
街

公
民
館
／
み
ん
な
で
語
ろ
う
植

物
の
お
も
し
ろ
話
・
苦
労
話
／

■費
200
円
／
■持
筆
記
用
具
、
マ
グ

カ
ッ
プ
／
■問
ま
ち
連
事
務
局
042

―
507
―
３
８
４
６

■
や
ま
と
の
四
季
か
ら
（
フ
ォ

ト
倶
楽
部
Ｐ
Ｆ
Ｓ
）
／
９
月
10

日
㈪
ま
で
の
午
前
11
時
～
午
後

６
時
／
■場
東
大
和
市
ふ
れ
あ
い

広
場
／
東
大
和
の
写
真
展
／
■問

東
大
和
市
ふ
れ
あ
い
広
場
042
―

565
―
１
０
７
１

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

健診名 対象者（生年月日） 健診日 受付時間 開始時間

３〜４か月児
健 康 診 査

平成30年５月３日〜28日 ９月14日㈮

午後0時45分
〜1時15分 午後1時

平成30年５月29日〜６月12日 ９月28日㈮

１歳６か月児
健 康 診 査

平成29年１月22日〜２月17日 ９月４日㈫
平成29年２月18日〜３月14日 ９月25日㈫

３ 歳 児
健 康 診 査 平成27年８月４日〜25日 ９月21日㈮

５ 歳 児
健 康 診 査 平成25年６月７日〜29日 ９月11日㈫

・
９
月
17
日
㈪
／
豊
田
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
清
水
３
―
774
―
５

N
S
ビ
ル
101
）
☎
042
―
567
―
０

７
５
４

・
９
月
24
日
㈪
／
あ
ら
と
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
歯
科
（
向
原
２
―
１

０
３
９
―
13
）
☎
042
―
561
―
８

２
４
１

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
乳
幼
児
医
療
証
等
を
お
持
ち

の
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
／
受
診
前
に
歯
科
医
療
機

関
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
歯
科
医
療
機
関
に
よ
る
輪

番
制
の
た
め
、
毎
回
場
所
が
異

な
り
ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

9

日曜日と祝日の急患診療 科目　内科、小児科／受付時間　午前10時～11時45分及び午後1時～ 3時45分／場所　休日急患診療所（立野
1-1034-2。☎042-564-8181）／保険証、乳医療証、子医療証、障受給者証等をお持ちください（お持ちの方のみ）。

豊田歯科
クリニック

武
蔵
大
和
駅

五小

中央通り

向原
郵便局

向原
中央公園

あらとのクリニック歯科

市役所☎042−563−2111（代） 10東やまと市報 平成 3 0 ・ 9 ・ 1



ル
／
■費
千
円
／
定
員
に
な
り
次

第
終
了
／
■申
同
実
行
委
員
会
042

―
563
―
６
４
６
４
へ

■
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
テ
ニ
ス

連
盟
）
／
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
中
学
生
以
上
／
10
月
14

日
㈰
午
前
８
時
20
分
～
午
後
６

時
（
予
備
日
11
月
３
日
㈷
）
／

■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス

ク
エ
ア
／
■費
１
人
千
五
百
円

（
中
高
生
千
円
）
／
■申
９
月
28

日
ま
で
に
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hytennis.org

へ

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
テ
ニ
ス

連
盟
）
／
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
中
学
生
以
上
〔
初
心
者
、

初
・
中
級
者
、壮
年（
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
満
50
歳
以
上
の

方
）。過
去
５
年
以
内
の
優
勝
ペ

ア
は
対
象
外
〕
／
10
月
14
日
㈰

午
前
８
時
～
午
後
６
時
（
予
備

日
11
月
３
日
㈷
）
／
■場
東
大
和

市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／

■費
１
ペ
ア
二
千
円
、
大
人
と
中

高
生
ペ
ア
千
五
百
円
、
中
高
生

ペ
ア
千
円
／
■申
９
月
28
日
ま
で

に
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

hytennis.org

へ

■
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
テ
ニ

ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
ペ
ア
／
10
月

21
日
㈰
午
前
８
時
20
分
～
午
後

６
時
（
予
備
日
11
月
11
日
㈰
）

／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
ク
エ
ア
／
■費
１
ペ
ア
二
千
円
、

大
人
と
中
高
生
ペ
ア
千
五
百
円
、

中
高
生
ペ
ア
千
円
／
■申
９
月
28

日
ま
で
に
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hytennis.org

へ

■
み
な
み
こ
う
え
ん
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
都
立
東
大

和
南
公
園
）
／
９
月
９
日
㈰
午

後
０
時
30
分
～
３
時
30
分
／
■場

東
大
和
南
公
園
／
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ

ー
ツ
体
験
ほ
か
／
■持
水
分
補
給

用
飲
料
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、

運
動
靴
で
参
加
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
■問
同

公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
042
―

562
―
１
４
９
８

■
公
立
昭
和
病
院
「
第
25
回
市

民
公
開
講
座
」（
公
立
昭
和
病
院
）

／
９
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
11
時
／
■場
西
東
京
市
民
会
館

（
西
東
京
市
）
／
も
っ
と
知
り

た
い
！
早
期
か
ら
の
緩
和
ケ
ア

～
が
ん
終
末
期
に
受
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～
他

／
■講
勝
田
友
絵
他
／
■問
同
病
院

医
事
課
042
―
461
―
０
０
５
２

■
感
染
研
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
自

然
災
害
と
感
染
症
」（
国
立
感

染
症
研
究
所
）／
９
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
15
分（
受
付

■
手
づ
く
り
ア
ル
バ
ム
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
（photo

―

m
em

ory

）／
９
月
12
日
㈬
・
14

日
㈮
の
午
後
１
時
～
２
時
、
３

時
～
４
時
／
各
回
４
人
（
申
込

順
）
／
■講
関
早
富
／
■費
１
回
600

円
／
■持
ご
自
分
や
家
族
の
写
真

な
ど
５
～
６
枚
／
■問
東
大
和
市

ふ
れ
あ
い
広
場
042
―
565
―
１
０

７
１

■
地
域
の
学
校
に
は
行
け
な
い

の
？
障
害
の
あ
る
子
の
就
学
に

つ
い
て
考
え
よ
う
（
自
立
生
活

セ
ン
タ
ー
・
東
大
和
）
／
障
害

の
あ
る
子
の
就
学
を
考
え
て
い

る
方
／
９
月
15
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
／
■場
中
央
公

民
館
／
50
人
（
申
込
順
）
／
■講

池
田
賢
市
／
■費
500
円
／
託
児
有

（
５
人
。
要
申
込
）
／
■申
９
月

７
日
ま
で
に
自
立
生
活
セ
ン
タ

ー
・
東
大
和
042
―
567
―
２
６
２

２
へ

■
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
市
民
（
お
子
さ
ん

連
れ
可
）
／
９
月
16
日
㈰
午
後

１
時
30
分
～
４
時
／
■場
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
12
人

（
申
込
順
）
／
介
護
予
防
の
集

ま
り
。「
三
味
線
と
民
謡
演
奏
」

／
■費
300
円
／
■申
９
月
15
日
ま
で

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
042
―
565
―
９
７
７
８
へ

じどうかんだより 
☆　むこうはら児童館  ☎042-563-1858　☆
■ミニ運動会／小学生以上／９月13日午後３時
30分〜４時30分
■０歳ママのおしゃべりタイム（ベビーマッサー
ジ）／乳児／９月19日午前11時〜11時30分／
バスタオル、ベビーオイル、保湿液
■料理教室（お月見白玉パフェ作り）／小学生以
上／９月19日午後３時〜４時30分／15人（申
込順。電話可）／50円／エプロン、三角巾、タオ
ル
■おもちゃの広場（大きなおもちゃでコーナーあ
そび）／乳幼児／９月21日午前10時30分〜11
時30分
■あそびの日（フルーツバスケット）／小学生以
上／９月27日午後４時〜４時30分
☆　きよはら児童館　☎042-565-6021　☆
■こぐまちゃんこうえん（大型遊具等での自由遊
び）／乳幼児／９月11日午前10時30分〜11時30分
■スポーツ大会（王様ドッジ）／小学生／９月12
日／１年生は午後３時から、２年生は午後３時30
分から、３年生以上は午後４時から
■えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以
上／９月18日午後３時〜３時30分
■きよはらフェスタの飾り作り／小学生以上／９
月26日午後２時〜４時30分
☆　ならはし児童館　☎042-562-3600　☆
■絵本のへや／乳幼児・小学生／９月６日午後３
時〜３時30分
■みんなであそぼう／小学生以上／９月14日午後
４時〜４時30分／当日参加できます。
■ちびっこ広場（応急処置）／乳幼児／９月26日
午前10時30分〜11時50分／当日参加できます。
消防署から講師が来ます。
☆　なんがい児童館　☎042-567-2441　☆
■ちびっこあそべるday／乳幼児／９月４日午前
10時〜正午
■スタンプラリー・ギネスにちょうせん！／小学
生／９月５日・11日・19日・26日午後３時〜４時
30分／遊びにチャレンジしてスタンプを集めます。
■こまめちゃん（水遊びをしよう）／乳幼児／９
月11日午前10時30分〜11時30分／水着また
は水遊び用おむつ、帽子、着替え、タオル、水筒
■科学を楽しもう（潜望鏡をつくろう）／小学生
以上／９月15日午後１時30分〜３時30分／20
人／申込受付は９月４日から。
■こつぶちゃん（０歳児お母さんたちの交流の場）
／１歳未満／９月18日午前10時30分〜11時30分
■帰ってきた！ドッジビー大会！／小学生／９月
20日午後３時30分〜４時50分
☆　さくらがおか児童館　☎042-567-2237　☆
■さくらまつり／９月８日午後１時30分〜３時
30分／ゲーム、模擬店など／チケットは前売りの
ため、当日の販売はありません。
■あそんDEパーク（乳幼児親子の交流の場）／
乳幼児／９月19日午前10時30分〜11時30分
■ぴよぴよらんど／生後３〜12か月の乳児／９
月25日午前10時30分〜11時30分
■かんたんクッキング（お月見だんご）／小学生
以上／９月26日午後３時15分〜４時15分（受
付は４時まで）／30円／手拭きタオル、水筒／材
料がなくなり次第、受付を終了します。
☆　かみきただい児童館　☎042-567-2884　☆
■ジュニア３Ｂ体操／小学生／９月12日午後３
時30分〜４時30分／20人／申込受付は９月３
日から。
■すくすくクラブ（体を使って遊ぼう）／乳幼児
／９月14日午前10時30分〜11時30分
■チャレンジ大会（みんなで一緒にゴルフ！）／
小学生／９月19日午後３時30分〜４時30分
■ちびっこワールド（よちよち運動会）／乳幼児
／９月21日午前10時30分〜11時15分
■ベビママ／２か月〜１歳の乳幼児／９月26日
午前10時30分〜11時30分
■手芸教室（毛糸でコースターを作ろう）／小学
生以上／９月26日午後３時30分〜４時30分／
15人／10円／申込受付は９月12日から。　　
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
　定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
　曜日の午前10時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

名前の秘密Ⅴ

わがまちの風物詩

　
見
つ
け
る
と
幸
運
を
も
た
ら
す
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
。
日
本
名
は
シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
。

　
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ガ
ラ

ス
製
品
を
送
っ
て
き
た
と
き
、
割
れ

な
い
よ
う
詰
め
物
と
し
て
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
漢
字
で
書
く
と

白
詰
草
。
緩
衝
材
（
プ
チ
プ
チ
）
の

代
わ
り
で
す
。

　
牧
草
と
し
て
も
広
が
り
、
日
本
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。
花
冠
や
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を
作
っ
て
遊
ん
だ
方
も
い
る

で
し
ょ
う
。

　
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
一
つ

見
つ
け
る
と
、
そ
の
そ
ば
に
ま
た
見

つ
か
り
ま
す
。
四
つ
葉
ど
こ
ろ
か
、

五
つ
葉
、
六
つ
葉
、
七
つ
葉
も
。
ど

ん
な
幸
運
が
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

〈シロツメクサの花〉

お問合せ　郷土博物館
☎042-567-4800

〈240〉

■
ア
ー
ト
de
開
放
☆
オ
イ
ル
パ

ス
テ
ル
で
自
分
だ
け
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
作
ろ
う
!!
（
自
立
生
活

セ
ン
タ
ー
・
東
大
和
）
／
９
月

16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分
／
■場
東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
／
15
人

／
■講
宮
原
美
香
／
■費
千
円
／
■問

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
・
東
大
和

042
―
567
―
２
６
２
２

■
第
29
回
が
ん
ば
れ
自
分
!!
み

ん
な
の
作
品
展
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
）
／
９
月
28
日
㈮
正
午
～

午
後
５
時
、
29
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時
／
障
害
児･

者
、高

齢
者
等
が
制
作
し
た
作
品
の
展

示
、
市
民
と
の
交
流
／
■問
尾
松

042
―
565
―
８
７
１
５

■
第
７
回
コ
ー
ル
グ
レ
イ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
〔
コ
ー
ル
グ
レ
イ
ス

（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）〕／
９
月
30

日
㈰
午
後
２
時
～
４
時
／
■場
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
300
人
／
波
浮

の
港
な
ど
懐
か
し
い
日
本
の
曲
、

ジ
ャ
ズ
ほ
か
／
指
揮
・
独
唱
は

広
川
恵
／
■問
高
橋
042
―
566
―
３

８
４
６

■
第
19
回
東
大
和
民
商
こ
い
こ

い
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集
（
東
大
和
民
商
こ

い
こ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

／
10
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
■場
市
役
所
中
庭
、
東

側
駐
車
場
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

は
９
時
30
分
か
ら
）／
■場
国
立

感
染
症
研
究
所
村
山
庁
舎
／
■問

同
研
究
所
042
―
561
―
０
７
７
１

■
保
育
士
就
職
支
援
研
修
・
相

談
会
（
立
川
会
場
）

　

私
立
保
育
園
の
人
事
担
当
者

と
直
接
話
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
／
対
象　

保
育
士
資
格
を

お
持
ち
の
方
（
資
格
取
得
見
込

可
）
／
10
月
６
日
㈯
①
就
職
支

援
研
修
会
：
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分
②
就
職
相
談
会
：
午

後
２
時
30
分
～
４
時
／
■場
立
川

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
立
川
市
曙
町

２
―
14
―
16
）／
詳
し
く
は
ホ

イ
ク
マ
で
検
索
／
■問
東
京
都
保

育
人
材
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ

ー
03
―
５
２
１
１
―
２
９
１
２

■
公
開
講
座
「
か
ら
だ
の
音
を

聴
い
て
み
よ
う
」（
都
立
北
多
摩

看
護
専
門
学
校
）／
小
学
４
年

生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
／
10
月
13
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
正
午
／
■場
都
立
北
多
摩

看
護
専
門
学
校
／
20
人
（
申
込

順
）
／
か
ら
だ
の
音
を
聴
き
な

が
ら
体
の
し
く
み
を
学
ぶ
／
■講

同
校
教
員
／
■申
９
月
28
日
ま
で

に
同
専
門
学
校
042
―
567
―
０
３

３
１
へ

■
東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ

ッ
プ
調
査
に
ご
協
力
を

　

東
京
都
で
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
等
に
役
立
て
る
た
め
、

第53回東大和市ロードレース大会の申込開始日は９月15日（土）を予定しています。詳細は９月15日号市報またはホームページを
ご覧ください。ロードレース大会ホームページ　http://higashiyamato-roadrace.com ／問合せ　社会教育課・内線1555まで

９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
交
通

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
に
あ
た
り
無
作
為
に
抽
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
世
帯
に
調

査
票
（
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
／
■問
東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
基
盤
部
交
通
企
画
課
03
―

５
３
８
８
―
３
３
２
２
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://

w
w

w
.toshiseibi.m

etro.
tokyo.jp/

■
「
身
元
不
明
・
行
方
不
明
者

相
談
所
」
の
開
設

　

ご
家
族
や
知
り
合
い
で
「
家

を
出
た
ま
ま
音
信
が
な
い
」「
何

ら
か
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
等
の
理

由
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

方
が
い
た
ら
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
期
間

９
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時
／
場
所　

巣

鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
高
岩
寺
会

館（
豊
島
区
巣
鴨
３
―
36
―
１
）、

警
視
庁
鑑
識
課
身
元
不
明
相
談

室
（
千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１

―
１
）
／
各
警
察
署
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
／
■問
警
視
庁

鑑
識
課
身
元
不
明
相
談
室
03
―

３
５
９
２
―
２
４
４
０
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▲参加スタンプを押してもらう子ども達

まちの話題をお寄せください…秘書広報課・内線1412まで

あなたのまちから
◀元気に楽しく！
　夏休みラジオ体操が行われました
　7月21日〜8月24日の早朝、上仲原公園芝
生広場において、夏休みラジオ体操が行われま
した。この事業は、ラジオ体操連盟が中心とな
って毎年行われているものです。大人から子ど
もまでたくさんの市民の方が参加し、気持ちの
いい汗をかいていました。期間中は特別イベン
トとしてラジオ体操の講習会や、紙芝居の上演
なども行われ、大勢の参加者でにぎわいました。
子ども達は参加スタンプをたくさん集めて、嬉
しそうに参加賞を受け取っていました。

▶打ち水日和in東大和
　　〜打ち水で暑い夏を涼しく過ごそう
　7月23日、市役所中庭において、打ち水イベ
ントが行われました。このイベントは、涼を得
るための日本古来の知恵でもある「打ち水」が、
東京のおもてなし（作法）として定着すること
を目指して行われたものです。猛暑の中、浴衣
姿や親子連れの市民の方が集まり、ひしゃくで
水を撒いたり、水鉄砲やシャボン玉で楽しみな
がら涼をとりました。江戸情緒溢れる打ち水で、
涼しく過ごすことができました。

◀暑さを吹き飛ばそう！
　なんがい児童館ウォーターフェスティバル
　残暑の厳しい8月16日、なんがい児童館に
おいて、暑さを吹き飛ばすウォーターフェステ
ィバルが開催されました。当日は、夏休みの後
半を涼しく楽しもうと、大勢の子ども達が参加
しました。敷地内に大きなプールを設置し、水
鉄砲を打ち合ったり、バケツでの水の掛け合い
や放水、プールに浮いたかるたを取り合うかる
た取りなどの遊びを楽しみました。子ども達は
「涼しくなった」「来年もまた来たい」と大はしゃ
ぎでした。

＜人口と世帯／30.8.1現在＞
住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人

住 民 数 前月比

男　42,239人 （　449人） 22人減
女　43,405人 （　714人） 9人減
計　85,644人 （1,163人） 31人減

7月の出生数　男27人  女28人
世帯　38,773世帯

今月の相談
▷法律相談／毎週金曜日、午前９時〜正午
▷人権身の上悩みごと相談／20日㈭、午前９時30
分〜正午
▷税務相談／20日㈭、午後１時〜４時
▷登記相談／20日㈭、午後１時〜４時
▷行政苦情相談／27日㈭、午前９時30分〜正午
▷交通事故相談／27日㈭、午後１時30分〜４時
▷不動産取引相談／13日㈭、午前９時〜正午
▷行政手続相談／13日㈭、午後１時〜４時
※以上予約制／秘書広報課・内線1413まで。
▷市民相談／月〜金曜日、午前８時30分〜午後５
時／秘書広報課・内線1413
▷多重債務相談／12日㈬、午後１時〜４時〔７日
㈮までに要予約〕／消費生活センター（地域振興
課）・内線1713
▷消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前
10時〜午後４時（予約優先）／消費生活センター
（地域振興課）・内線1713
▷男女共同参画相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後5時（予約制）／地域振興課・内線1715
▷子育て総合相談／月〜土曜日、午前９時〜午後
５時／子ども家庭支援センター☎042-565-3651
▷少年の非行等相談（専門）／27日㈭、午後１時
〜４時（予約制）／子ども家庭支援センター☎042-
565-3651
▷ひとり親・女性相談／月〜金曜日、午前９時〜
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線1764
▷福祉なんでも相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後５時／社会福祉協議会☎042-564-0012
▷教育相談／月〜金曜日、午前10時〜午後５時
（予約制）／さわやか教育相談室☎042-562-7911
▷職業相談／月〜金曜日、午前９時〜午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
▷高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
〜土曜日、午前９時〜午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ☎
042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・なんがい
☎042-566-8133
▷障害者相談／月〜金曜日と第２・４土曜日、午
前９時〜午後5時（火･木曜日は午後６時30分まで）
／総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982
▷ふくし法律相談／27日㈭、午後１時30分〜４時
15分（予約制）／社会福祉協議会あんしん東大和
☎042-590-0018
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

　

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
く
な
く
て
も
、

蒸
し
暑
い
時
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
水

分
補
給
や
服
装
の
工
夫
、
風
通
し
の
よ
い

環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
高

齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
不
良
の
方
は
注
意

が
必
要
で
す
。
無
理
は
せ
ず
、
不
調
を
感

じ
た
ら
十
分
な
休
憩
を
と
り
、
体
温
が
高

か
っ
た
ら
体
を
冷
や
す
な
ど
、
体
調
の
変

化
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
─

565
─
５
２
１
１
ま
で
。

今号の「市長コラム」はお休みします。
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※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
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